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平成２９年度 総務部 経営計画書

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源

総務部長

入江 隆晴

●使命

私たち総務部は、総合計画に掲げる「人と自然が織りなす幸せ実

感都市 瀬戸内」の将来像に向かい、顧客満足度を第一に市民ニ

ーズにこたえる市役所をめざすとともに、公共施設の再編を進め

健全で効率的な財政運営を図ります。

●基本方針

市民ニーズにこたえる市役所をめざして、全体の奉仕者としての

自覚を持った市民に信頼される職員の育成に努めます。

また、遊休施設の有効活用や売却処分等、行財政改革を更に推進

することで、安定的な行財政運営を行います。

所 管 課 総務課・契約管財課・財政課

人 員
正職員 臨時職員 合計

３２人 ９人 ４１人

一般会計 ４，４９０，２７７
千円

特別会計 ０
千円

計 ４，４９０，２７７
千円

（うち人件費） （ ２４６，００６ 千円）

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

1

職員の人材育成の

推進

人材育成基本方針の見直しを検討

するとともに、適正な研修計画を

立案する。

メンタルヘルス対策を更に充実さ

せストレスチェック制度の活用方

法も検討する。

中期的な見通しを持った研

修計画を作成します。

メンタルヘルス対応の手順

や様式を作成することで、メ

ンタル不調者に対する職員

対応ができる体制を整えま

す。

ストレスチェック制度を活

用し職場環境改善を検討し

ます。

新採用職員について

は市職員による研修

を実施し、その内一

般事務職及び学芸員

にエルダーを付けて

ＯＪＴを実施してい

ます。

庁舎内の年間研修計

画を8月中旬までに

策定し、現在は10月

開催の「起案文書作

成研修」を募集中で

す。

人材育成基本方針の

見直しに係る職員ア

ンケートを実施し、

研修の受講要望等を

聴取しました。

職員のストレスチェ

ックを実施し、結果

を1月末に配布しま

した。今後は、部署

ごとの分析結果を安

全衛生委員会に報告

し、職場改善に努め

ます。

職員アンケートの結

果等を基に人材育成

基本方針の素案づく

りを進めています。

今後は「人材育成基

本方針策定委員会」

を設置し、策定を進

めていきます。

メンタルヘルス対応

の様式等を作成し対

応しました。

また、職場の環境改

善については引き続

き検討していきま

す。
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

2

職員採用方法等の

見直し

今後の中長期的な職員採用計画を

立案し、採用方法の見直しを行う。

昇格制度についても見直しを検討

する。

年度ごとの採用計画を見直

しし、中長期的な採用計画を

立案します。

昇任制度についても、昇任基

準を見直し、試験方法を検討

します。

専門職の採用につい

ては、事前に担当部

からの情報を得るこ

とにより適正数の採

用に向けて事務を進

めています。

昇任制度については

協議検討した結果、

昨年度同様の課長補

佐級の昇任試験を実

施することとなり、

11月に募集する予定

です。

職員採用試験につい

ては、7月から一般事

務職、保育士・幼稚

園教諭、建築技術職

等の試験を実施し、

内定者を決定しまし

た。今後は土木技術

職と一般事務職（追

加募集）の最終試験

を2月に実施します。

昇任試験について

は、課長補佐級への

試験を12月に実施し

ました。

採用予定者の入庁前

の不安や疑問等の払

拭を目的として内定

者交流会を実施しま

した。また、次年度

の採用説明会を計画

しました。

次年度は、専門職の

採用について、各部

と意見調整しながら

採用計画を早目に策

定していきます。

昇任試験について

は、課長補佐級を継

続することとし、そ

の他の級の昇任につ

いても引き続き研究

を続けていきます。

3

庁舎再編計画基本

構想の策定

本庁舎、支所等の各施設の更新計

画や将来的機能について検討し、

基本構想を策定する。

内部の庁舎再編計画基本構

想検討委員会を設置します。

関係者との協議や調整を実

施しながら、庁舎再編計画基

本構想を策定します。

6月に第1回策定委員

会開催、その後公募

型プロポーザルによ

り8月に委託業者を

決定しました。

9月に市長を交えた

意見交換会を実施し

た後、10月に第2回の

策定委員会を実施

し、短期的構想と中

長期的構想を分けて

検討することとなり

ました。

継続して基本構想を

策定しています。3

月には、パブリック

コメントを実施する

予定です。

3月に基本構想（案）

を策定し公表し、パ

ブリックコメントを

実施しました。

平成 30 年度は策定

した構想をもとに短

期構想の実現に向け

事業を進めていきま

す。
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

4

システムの最適化

とコスト削減の検

討及び情報セキュ

リティ強靭化の検

討

システムの調査及び最適化の検討

を行いコストの削減を図る。

国の通達に基づきセキュリティの

強靭化のためにＬＧＷＡＮとイン

ターネット接続系の分離を実施す

る。

市全体のシステム調査を行

い、維持管理コストの分析を

行います。

情報化委員会を設置し、情報

リテラシの向上、セキュリテ

ィポリシーの見直し、情報シ

ステム調達基準等の整備を

行います。

7月にセキュリティ

強靭化のためにＬＧ

ＷＡＮとインターネ

ット接続系の分離を

実施しました。

併せて岡山県セキュ

リティクラウドへの

接続作業を完了しま

した。

セキュリティ強靭化

作業は全て完了しま

した。

庁内システムの元号

改正に対応するため

のコスト調査を行

い、来年度の発注に

向け準備を進めてい

ます。

セキュリティ強靭化

作業を全て完了しま

した。

平成 30 年度からの

情報化推進委員会の

設置や元号改正の対

応等について引き続

き準備を進めます。

5

遊休施設及び遊休

地の有効活用及び

売却による歳入確

保

遊休地について売却を進め歳入確

保に努める。

遊休地について調査し売却

を進めます。

遊休地についてリス

トアップを行いまし

た。今後、売却の手

続きのための不動産

鑑定及び測量を実施

します。

売却のための不動産

鑑定及び測量手続き

中です。手続きが出

来次第、売出す予定

です。

予定していた３ヶ所

の土地について、不

動産鑑定及び測量手

続きを完了できまし

たので、次年度売り

出す予定です。
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

6

行政改革プランの

改定及び中期財政

計画の策定による

行政改革の推進

行政改革指針に基づき、行政改革

の具体的な取り組みとなる「行政

改革プラン」を改定します。

５月に第１回瀬戸内市行政改革推

進委員会（以下「行革委員会」と

いう。）を開催します。

７月に第２回行革委員会を開催し

ます。

前２回の行革委員会での意見をも

とに、行政改革プランを改訂しま

す。

事務事業の見直しを行い、中期財

政計画を策定します。

歳入・歳出両面において最大限の

努力を行い、優先順位付けを的確

に行いメリハリのある予算を編成

することを目指します。

市民が将来にわたって安心に暮ら

せるよう、引き続き健全な財政運

営を確保するとともに、中期的財

政見通しの改善を図ることを目指

します。

８月に事前評価を行い、事務

事業の見直しを行います。

１０月に事前評価をもとに

中期財政計画を策定します。

３月を目途に「行政改革プラ

ン」を改定します。

・行政改革プランによる削減

目標額

平成29年度 183百万円

・平成29年度決算目標値

実質公債費比率：18％未満

基金残高（財政調整基

金・減債基金）：40億円

8月に全課室の事前

評価及び事務事業シ

ートのヒアリングを

実施しました。

9月には、市長ヒアリ

ングを実施し、10月

の中期財政計画の策

定に向け作成中で

す。

平成28年度末基金残

高(財政調整基金・減債

基金)56.0億円

平成29年度決算目標値

基金残高見込み（財政

調整基金・減債基金）

49.8億円

10月に中期財政計画を

策定し、ホームページ

において公表しまし

た。

平成30年2月2日に

3 回目の行政改革推

進委員会を開催し、

瀬戸内市行政改革プ

ラン改訂版を作成し

ました。

3 月にホームページ

において公表しまし

た。

・行政改革プラン改

訂版における効果

目標額

平成 30 年度

427,262 千円

平成 31年度

637,261 千円

･平成29年度決算見

込値

実質公債費比率

：10.4％

基金残高(財政調

整基金 ･減債基

金)：49億円
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平成２９年度 危機管理部 経営計画書

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源

危機管理部長

奥田 幸一

●使命

私たち危機管理部は、総合計画に掲げる「人と自然が織りなすしあわせ

実感都市瀬戸内」の将来像に向かい、市民が安全で安心できる暮らしを

実現するため、行政、市民、地域が一体となった取り組みを行い、市民

の防災意識、交通安全意識、防犯意識の向上を図ります。

●基本方針

①防災意識の高いまちを目指して市民の防災意識の高揚と啓発、職員の

防災・災害対応能力の向上に努めます。

②交通事故ゼロのまちを目指して交通安全団体と連携し、交通安全の教

育や教室、啓発活動を実施します。

③空家等に関する諸問題に対処するため、協議会を立ち上げ、計画等を

策定します。

所 管 課 危機管理課

人 員
正職員 臨時職員 合計

６ 人 １ 人 ７ 人

一般会計 ８５，３４２
千円

特別会計
千円

計 ８５，３４２
千円

（うち人件費） （ ４１，０１０ 千円）

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

1

市民の防災意識の

高揚・啓発

市民の防災意識の高揚と自主防災

組織の結成促進を図るため、出前

講座を開催します。

9月1日を「家族防災会議の日」と

し、啓発を行います。

自主防災組織を牽引するための防

災リーダー・防災ミーティング研

修を通じて地域防災力の活動創出

を図ります。

出前講座 15回

（平成28年度 10回）

市内自主防災組織率 76％

（平成28年度末 74.7％）

うち組織認定率 26％

（平成28年度末 24.4％）

広報紙８月号で「家族防災会

議の日」にあわせ記事を掲載

防災リーダーの養成 100名

（平成28年度 87名）

防災ミーティングの開催

出席者 20名

（平成28年度 15名）

同左 7回

同左 76％

同左 26％

広報紙８月号で「家

族防災会議の日」記

事を掲載

12月実施予定

29.8.4開催 出席者

21名

同左 13回

同左 76％

同左 26％

同左

12月9日実施 79

名参加

第2回目を2月実施

予定

同左 14 回

同左 76％

同左 26％

同左

同左

第3回目を3月 20

日開催 出席者

18 名 総計 39名
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

2

職員の防災・災害

対応能力の向上

災害時における職員の危機管理に

対する日常的な自覚や災害対応能

力の向上を図るため、職員研修を

実施します。

市の災害対策体制や、各種マニュ

アルの見直しを進め、防災等危機

管理対策の強化を図ります。

職員を対象とした災害時に

おける危機管理研修の実施

教職員を対象とした災害時

における学校危機管理研修

の実施

市の防災体制や、各種マニュ

アルの見直し

29.8.1に災害対策本

部設置を想定し本部

長、班長、伝令30人

で実施。

29.8.21に避難所設

置を想定し教頭・事

務員28人で実施。

３月末までに実施予

定。

同左

同左

同左

同左

同左

市の災害対策体制方

針の見直しを行っ

た。

3

交通安全教育・教

室及び啓発

正しい交通ルールとマナーを理解

し、安全な行動がとれるよう幼児

期からの交通安全教育を行いま

す。

また、交通事故防止を図るため、

警察署、交通安全団体、交通安全

ボランティア等と連携し交通安全

教室や啓発活動を実施します。

交通安全教育

（保育園・幼稚園 30回）

交通安全教室

（高齢者・一般 6回）

交通安全啓発

（春・秋交通安全運動15回）

交通安全フェスタ開催

（9/17 600名）

市内人身事故発生件数

平成29年90件以内

（平成28年1～12月 104件

平成27年1～12月 140件）

9月末 11回開催

9月末 3回開催

17回（春7 秋10）

台風のため中止とし

ています。

平成29年1月～8月

69件

1月末17回開催

1月末4回開催

同左

同左

平成29年1月～12月

109件

3月末 24 回開催

同左

同左

同左

平成 29 年 1 月～30

年 2 月 127 件
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

4

空家等対策の推進 空家等に関する施策を実施するた

めに必要な庁内体制を整備しま

す。

空家等対策を推進するための計画

等を策定します。

また、空家等の適正な管理の普

及・啓発に努めます。

関係各課で情報共有を図る

ため、空家等対策庁内連絡会

議を設置

空家等対策協議会を8月末ま

でに設置

空家等対策計画、台帳、特定

空家等認定基準等を平成29

年度末までに作成

空家等の適正な管理を行う

ことの重要性や周辺地域に

もたらす諸問題について広

報等で周知

庁内関係９課による

連絡会議を6月9日に

開催し課題等につい

て共通認識しまし

た。

第1回空家等対策協

議会を8月25日に開

催し今後の日程、方

針等について確認し

ました。

計画、基準は現在策

定中。

第2回目の庁内連絡

会議を12月4日に開

催し空家対策協議

会、計画等について

共通認識しました。

第2、3回空家等対策

協議会を10月12月に

開催し計画、認定基

準を策定しました。3

月末までにパブリッ

クコメントを実施予

定。

同左

パブリックコメント

は実施済み。第 4,5

回空家等対策協議会

を開催し計画、認定

基準が承認された。

5

防犯灯の計画的な

整備

スポンサー灯（水銀灯）の改修、

また、未設置の主要道路防犯灯の

新設について国の補助金を活用し

た事業の検討を行います。

今年度中に防犯灯整備の方

針案を策定する。

国補助金は新設対象

とならないことが判

明したため単市での

計画的整備を検討し

ます。

新設灯数

16灯市管理分

141灯補助分等

新設灯数

18灯市管理分

159灯補助分等

同左
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平成２９年度 総合政策部 経営計画書

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源

部長

石原 知之

●使命

総合政策部は、企画・政策を総合調整する部として、市民の幸

福度を高めるため、高度化・多様化する行政ニーズを集約し、共

有しながら、課題を市政に反映します。

また、市民意識を把握し、市民と行政との双方向による情報と

意識の共有化を進め、市民満足度の向上に努めます。

●基本方針
①透明で開かれた市役所をめざして、市政の情報と市民目線の広
聴広報に取り組みます。

②定住促進策など「地方創生」関連施策を推進します。
③市民活動のための支援策を調査研究し、協働のまちづくりを推
進します。

所 管 課 秘書広報課、企画振興課

人 員
正職員 臨時職員 合計

13 人 2 人 15 人

一般会計 ３９７，４６２
千円

特別会計 ２７，６６８
千円

計 ４２５，１３０
千円

（うち人件費） （ １１５，２０５ 千円）

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

1

シティプロモーシ

ョンの推進と「広

報せとうち」によ

る重点施策の発信

瀬戸内市ロゴ（タグライン：まっ

すぐ、しあわせ。）によるブラン

ド構築と市民の愛着度の形成を図

ります。

併せて、マスコットキャラクター

（セットちゃん）を広く発信する

ことにより「瀬戸内市」の知名度

の向上を図ります。

また、市政情報をわかりやすく市

民に伝えます。

・瀬戸内市ロゴやセットちゃ

んを活用したノベルティグ

ッズを作成し、その活用によ

り地域イメージの向上を図

ります。

・「ゆるキャラグランプリ」

でのセットちゃんの100位以

内を目指し、市の知名度の向

上を図ります。

・「広報せとうち」に特集記

事（年４回）を掲載し、市政

の情報をわかりやすく発信

します。

ロゴマークを掲載したス

テッカー、公用車用マグ

ネット、旗の掲示をはじ

め、セットちゃんファン

クラブやSNSの活用によ

り、瀬戸内市のキャッチ

フレーズやマスコットキ

ャラクターのPRを進め、

市内外の者に対し瀬戸内

市のイメージ向上に努め

ています（セットちゃん

の着ぐるみ、クリアファ

イルは作成中）。

「ゆるキャラグランプ

リ」については、幼稚園・

ロゴマークを掲載したス

テッカー、公用車用マグ

ネット、旗の掲示をはじ

め、セットちゃんファン

クラブやSNSの活用によ

り、瀬戸内市のキャッチ

フレーズやマスコットキ

ャラクターのPRを進め、

市内外の者に対し瀬戸内

市のイメージ向上に努め

ています（セットちゃん

の着ぐるみが完成し、機

能的となったセットちゃ

ん着ぐるみで積極的に各

種のイベント等に参加し

・ロゴマークとセットち

ゃんについては、グッズ

や着ぐるみの作成、セッ

トちゃんファンクラブや

SNSの活用により、地域イ

メージの向上を図った。

・ゆるキャラグランプリ

については、ご当地ラン

キング681体中、41位とな

り目標の100位以内を達

成。知名度の向上を図っ

た。

・広報紙特集記事につい

ては、年４回を予定した

が、折込チラシの利用に
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保育園の直接訪問や広報

紙を通じて投票を呼び掛

けるなどにより、昨年の

得票数を大幅に上回り、

ご当地ランキング681体

中、42位をキープしてい

ます。

また、広報せとうちにつ

いては、シティプロモー

ションについての特集

（８月号）を掲載するな

ど紙面の充実を図るとと

もに、情報がわかりやす

く、見やすい紙面づくり

に努めています。

ています。クリアファイ

ルについては図柄を市内

小中学校から募集し、作

成済。各種イベント等で

活用中）。

「ゆるキャラグランプ

リ」については、幼稚園・

保育園の直接訪問や広報

紙を通じて投票を呼び掛

けるなどにより、昨年の

得票数を大幅に上回り、

ご当地ランキング681体

中、41位となり目標の100

位以内を達成。

また、広報紙については、

シティプロモーションに

ついての特集（８月号）

や朝鮮通信使に関する特

集（12月号）を掲載する

など紙面の充実を図ると

ともに、情報がわかりや

すく、見やすい紙面づく

りに努めています。

より２回となったが、予

定のテーマは全て掲載。

わかりやすい情報発信に

努めることができた。
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

2

国際国内交流事業

の推進

国際交流員の配置による国際交流

と国際理解の推進に努めます。

・市ホームページや観光用パ

ンフレット等の多言語化を

進めます。

・欧州文化に対する理解を深

めるため、国際交流員を講師

にした言語・文化を理解する

講座を開催します。

・観光課と連携しインバウン

ドに取り組みます。

７月下旬からフランス人

の国際交流員を採用。現

在は、市内の各イベント

等に参加するなど瀬戸内

市内の文化に触れる活動

を行い、それらを通じて

地元住民との交流を進め

ています。また、図書館

において国際交流員が講

師となって、フランスの

文化等を紹介する講座を

開催しました。なお、パ

ンフレットの多言語化は

現在検討中。

また、観光課のインバウ

ンドコーディネーターと

連携しながら、SNSによる

情報発信や備前長船刀剣

博物館における通訳を行

うなど、博物館への来客

が最も多いフランス人観

光客を中心に誘客活動を

進めています。

７月下旬からフランス人

の国際交流員を採用。現

在は、市内の各イベント

等に参加するなど瀬戸内

市内の文化に触れる活動

を行い、それらを通じて

地元住民との交流を進め

ています。また、図書館

において国際交流員が講

師となって、フランスの

文化等を紹介する講座を

開催しました。また、観

光情報等の多言語につい

ても少しづつ取り組みを

始めています。

また、観光課のインバウ

ンドコーディネーターと

連携しながら、SNSによる

情報発信や備前長船刀剣

博物館における通訳を行

うなど、博物館への来客

が最も多いフランス人観

光客を中心に誘客活動を

進めています。

・フランス人国際交流員

を採用。市民との交流、

フランス文化等の紹介、

観光情報等の多言語化等

の取組みを進めた。

・観光課のインバウンド

コーディネーターと連携

し、SNS による情報発信

や備前長船刀剣博物館で

の通訳を行い、博物館へ

の来客が最も多いフラン

ス人観光客を中心に誘客

活動を進めた。
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

3

地方創生の推進 移住下見ツアーの開催や旧牛窓診

療所を地域のにぎわい拠点として

再整備するなど、地方創生関連事

業を計画的に取り組み、移住･定住

施策の推進を図ります。

推進交付金事業を計画的に

実施します。

・有識者会議の開催

・移住ＰＲ動画の放映

・移住下見ツアーの開催

・ふるさと教育カリキュラム

の制作

・旧牛窓診療所拠点整備の推

進

分譲宅地の早期完売を目指

します。

H29年度販売目標

・東町ひまわり団地 2区画

・牛窓西浜団地 3区画

７月末に外部有識者

で構成される「瀬戸

内市太陽のまち創生

有識者会議」を開催

し、昨年度実施した

地方創生関連交付金

を活用した事業につ

いて、効果の検証を

行いました。

移住PR動画について

は、12月16日から1

週間、年間観客動員

数100万人規模の7劇

場にてCM上映しま

す。

移住下見ツアーにつ

いては、移住を希望

する岡山県外の方を

対象に２回の実施を

計画しており、１回

目を１１月に開催す

ることとしていま

す。

郷土愛の醸成のため

のふるさと教育カリ

キュラムの制作につ

いては、小学３年生

又は４年生の社会科

の授業で使用できる

副教材を作成中であ

り、年内の完成を見

込み、来年度の授業

に使用できるように

進めています。

旧牛窓診療所の拠点

移住PR動画について

は、12月16日から1

週間、東京・大阪の8

劇場で計270回のCM

上映を行いました。

上映期間中は、1万1

千人を動員し、市及

び移住の魅力を発信

することができまし

た。

移住下見ツアーにつ

いては、第1回を11

月に開催し、参加者

数が予定を下回りま

したが、当該参加者

の移住実現に向けた

支援を引き続き行っ

ています。3月末に第

2回目のツアーの開

催を予定していま

す。

旧牛窓診療所の拠点

の整備については、

耐震補強工事等の発

注を12月に行い、現

在工事を実施してい

ます。また、民間事

業者公募のための要

綱を策定するため、9

月からサウンディン

グ調査を実施しまし

た。調査には民間事

業者3社が参加し、活

用提案や希望条件な

どを聞き取りまし

移住下見ツアーは、3

月 24 日から一泊二

日で開催し、11 組 17

人の参加がありまし

た。

教育委員会の監修に

より小学生向け副教

材を作成し、各小学

校に配付、30 年度か

らの授業での活用を

依頼しました。

旧牛窓診療所拠点施

設整備事業は、耐震

補強工事、防水工事

など平成 29 年度に

予定していた工事を

年度末までに終える

ことができ、活用事

業者の公募要綱案も

年度内に概略案の策

定を完了しました。

分譲宅地の売却は目

標に届かず、東町ひ

まわり団地 1区画の

売却のみでした。



5

整備については、耐

震診断業務完了後、

８月に耐震補強等の

設計業務を契約し、

１２月中の工事発注

に向けて設計を進め

ています。また、民

間事業者の公募に向

けて、８月に民間事

業者向けの視察ツア

ー及び牛窓診療所の

未来を考えるトーク

イベントを行い、民

間事業者10社、市民

等65名の参加があり

ました。

た。これを踏まえて、

3月末に公募要綱案

を策定することとし

ています。
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

4

新たな地域内交通

の導入

地域公共交通会議を定期的に開催

し、新たな公共交通の導入を推進

します。

定期的な地域公共交通会議

の開催（年間４回）

地域公共交通会議で合意さ

れた事業の早期実現

・既存バス路線の増便

・定時定路線バス（市町村運

営）の早期導入

・タクシー活用制度の早期導

入

・公共交通未検討地域で意見

交換会等の開催

・7月27日に第1回地

域公共交通会議を実

施しました。

・6月1日から虫明・

長島愛生園線の増便

運行を開始しまし

た。

・市営バス3路線の11

月運行開始に向け、

最終調整中です。

・公共交通未検討地

域（4か所）で意見交

換会を開催しまし

た。

計画どおり、平成29

年11月1日から市営

バス3路線とタクシ

ー活用制度を導入し

ました。

市営バスは、乗客数

が一便あたり平均 1

人と目標の 3人に及

ばず伸び悩んでいる

ことから、職員有志

によるＷＧを立ち上

げ、活用推進策につ

いて協議しました。

タクシー活用制度

は、年度末までに 41

人から申請があり、

1,164 枚のチケット

を交付し 862 枚の利

用がありました。(利

用率 74.1％)

5

市民協働の推進 新たな自治組織制度の検討と市民

活動応援補助金等の見直しを進め

ます。

制度に対する理解を図るた

め地域（概ね旧村単位）での

説明会、ワークショップを開

催します。

「一括交付金制度」の導入を

見据え、新たな自治組織の立

ち上げや支援に繋がるよう

現行の「市民活動応援補助

金」の見直しを検討します。

地域課題やその解決

策について、市民同

士がワークショップ

形式で話し合い、問

題意識や地域運営へ

の関心を高めること

を目的とした「これ

からの地域を考える

会」を 7月 22 日～

9月30日にかけて21

回行い、延べの参加

人数は 314 人でし

た。

1月 20日に鹿忍地区

で、地域での課題解

決に向けた取組を進

めるための勉強会

を、島根県雲南市阿

用地区振興協議会の

会長を講師に迎え、

開催しました。参加

者は 45 人でした。

これからの地域を考

える勉強会を2月 17

日に豊原地区及び本

庄地区で開催し、そ

れぞれ 14 人、25 人

の参加がありまし

た。

地域の代表者による

瀬戸内市協働のまち

づくり推進委員会と

市職員で構成する瀬

戸内市協働推進員の

合同勉強会を 3 月 1

日に開催し、推進委

員 13 人、推進員 17

人が参加、津山市の

担当者から事例を学

び、自治組織の今後

を検討しました。



7

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

6

自治基本条例の見

直し

自治基本条例は、本市の最も尊重

すべき条例であることから、適切

な見直しを行います。

自治基本条例の規定がその

時代や社会情勢に適合して

いるか、また市民の皆様と共

有する自治のルールとして

分かりやすい内容となって

いるかなどを検証し、必要な

見直しを行います。

９月議会において、

瀬戸内市自治基本条

例審議会条例が制定

されました。条例に

基づき、審議会を実

施するため、委員の

選定を始めていま

す。審議会は来年１

月までに３回実施す

る予定です。

審議会委員の選定に

時間を要している関

係で、まだ会議を開

催できていない。

2 月～3 月中に諮問

会議を開催し、来年

度の答申とする計画

としている。

3月 13日に第 1回目

の自治基本条例審議

会を開催し、6 人の

委員を委嘱し、初回

会議は条例の概要と

改正の必要性につい

て協議しました。

平成 30 年度も数回

の会議を開催し、改

正の是非や内容を協

議し、答申する予定

としています。
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平成２９年度 市民部 経営計画書

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源

市民部長

森 浩徳

●使命

私たち市民部は、市民の皆様が訪れる窓口として、説明責任

を果たすことができる職場体制を確立し、市民の皆様から信頼

される窓口づくりを目指します。

●基本方針

市民の窓口として、親切・丁寧・迅速な来訪者サービスに努

め、好感度の高い窓口を目指します

公平な課税を行うとともに、市民の納税意識を高め滞納のな

いまちを目指します

人権教育・人権啓発を行うとともに、男女共同参画社会の実

現を目指します。

所 管 課
市民課、税務課、収納推進課、牛窓支

所、長船支所、裳掛出張所

人 員
正職員 臨時職員 合計

５４人 １２人 ６６人

一般会計 １，５２０，８７３
千円

特別会計 ５，９２０，３１０
千円

計 ７，４４１，１８３
千円

（うち人件費） （ ３６５，２５５ 千円）

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

1

窓口サービスの

向上

窓口に来られる方全員に満足

感を持っていただけるよう、爽や

かな挨拶・声掛けの徹底を全員で

進めます。

本庁総合窓口の更なるサービ

ス向上に向けた協議を進め、近隣

市町の動向、類似団体の窓口の動

向、先進地事例等を研究し、窓口

の業務の充実を図ります。

○窓口に来られた方への爽

やかな挨拶・声掛けの徹底

を進めます。

○本庁総合窓口の更なるサ

ービス向上に向けた協議を

進めます。

○マイナンバーカードによ

る住民票等のコンビニ交付

を29年度中に可能にしま

す。

○マイナンバーカード交付

率 平成29年度目標 15％

○窓口での爽やか

な挨拶・声掛けを心

掛けています。

○コンビニ交付シ

ステム改修が完了

し、テスト段階に移

行します。

○マイナンバーカ

ード交付率9.88％

○窓口での爽やか

な挨拶・声掛けを心

掛けています。

○1月15日 コンビ

ニ交付開始。

1月の利用件数

21件

○マイナンバーカ

ード交付率

10.42％（申請者）

○窓口での爽やか

な挨拶・声掛けを心

掛けています。

○3月末の利用件数

46件

○マイナンバーカ

ード交付率

10.72％（申請者）
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

2

特定健診受診等

による医療費適

正化と国民健康

保険の安定運営

データヘルス計画をもとに、特

定健診受診率、特定保健指導実施

率の向上に努めます。

重症化予防事業の体制を確立

し、受診勧奨や保険指導の充実を

図り、生活習慣病合併症の予防に

努め、医療費の抑制に繋げます。

医薬品が処方されている方で

先発･後発の差額の大きい場合に

は、ジェネリック医薬品の利用を

継続的に進めます。

○特定健診受診率

平成29年度目標 45％

○特定保健指導実施率30％

○まちかど健康相談

年４回 200人

○健康39健診 150人

○ジェネリック利用効果

年間 4,202万円

（対前年比 105％）

○特定健診受診率

9月末 16.5％

○特定保健指導

実施率確定時期、翌

年11月末予定

○まちかど健康相談

（結果説明会含む）

12回 272人

○健康39健診

目標の20％

○ジェネリック利用

効果（4月～9月）

2,380万円

○特定健診受診率

1月末 31.0％

○特定保健指導

実施率確定時期、翌

年11月末

28年度 14.9％

特定保健指導はこの

時期、分母が固まら

ないため今年度の実

施率を算出できませ

ん。

○まちかど健康相談

（結果説明会含む）

18回 380人

○健康39健診

目標の20％

○ジェネリック利用

効果（4月～1月）

4,050万円

○特定健診受診率

3月末 33.7％

○特定保健指導

実施率確定時期、翌

年3月末

28年度 14.9％

特定保健指導はこの

時期、分母が固まら

ないため今年度の実

施率を算出できませ

ん。

○まちかど健康相談

（結果説明会含む）

20回 405人

○健康39健診

103人

○ジェネリック利用

効果（4月～3月）

5,010 万円



3

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

3

人権の向上 男女共同参画、ハンセン病問題

等、各種人権啓発を進めていきま

す。

○人権啓発講演会の開催

等、啓発を行います。

○男女共同参画のパネル展

示会、講演会等、男女共同

参画の啓発を行います。

○ＤＶを防止する啓発とと

もに、相談に対応するため

の関係機関及び庁内連携を

強化します。

○「佐久間レイ心の

ストレッチ＆お話

コンサート」開催

（８月）

○男女共同参画週

間啓発パネル展ウ

ィズさざなみとの

共催（６月）

〇男女共同参画推

進本部会議、幹事会

及び連絡会（６月）

〇各課進捗調査（８

月）

〇女性職員の会準

備会（８月）

○ＤＶ防止庁内連

携会議（９月）

〇「LGBT講演会」＆

中学生人権作文コ

ンテスト優秀作品

朗読（12月）

〇人権週間幟旗掲

示（12月）

〇女性職員の管理

職への意思に関す

るアンケート実施

（11月）

〇女性職員の会（１

月）

〇パープルリボン

キャンペーン（11

月）

〇ＤＶ庁内連携用

情報共有連絡票運

用開始（12月）

〇人権擁護委員な

やみごと相談次年

度開催計画作成（２

月）

〇女性職員の管理

職への意思に関す

るアンケート検証

会（２月）

〇男女共同参画職

員研修（２月）

〇男女共同参画推

進本部会議（２月）

幹事会及び連絡会

（３月）

〇推進審議会（３

月）

〇各課進捗調査最

終（２月）
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○長島の世界遺産登録を目

指すためのNPO法人設立を

支援します。

○第５回人類遺産

世界会議共催（４

月）

〇ＮＰＯハンセン

病療養所世界遺産

登録推進協議会設

立準備委員会開催

（７月、８月）

〇裳掛地区説明会

（８月）

〇ＮＰＯハンセン

病療養所世界遺産

登録推進協議会設

立総会開催（11月）

〇ＮＰＯハンセン

病療養所世界遺産

登録推進協議会法

人登記完了（１月）
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

4

税の公平さ、公正

さを基盤にした

適正な課税と納

付方法の充実

分かりやすい税務広報に努め

ます。

正確な課税資料による、適正な

課税と業務効率の向上を図りま

す。

納得いただける課税に向け努

め正確な課税を行います。

コンビニ収納等、新しい納税方

法についての検討を行います。

○ＨＰ、広報、市税概要等

で税について周知します

○住民税等の賦課チェッ

ク・調査の推進、税務署と

の連携強化を図るととも

に、未申告者に対して申告

を勧めます。

○資産税では調査時に土地

家屋を一体とし確認し、効

率よく業務をすすめ、評価

替えの業務も適正に行いま

す。

○コンビニ収納の平成30年

度導入に向けて、関係機関

との調整をすすめます。

○市民税係では、Ｈ

Ｐ・広報等で税制改

正等をわかりやす

く広報周知してい

ます。今後も申告に

向け、改正点にも対

応したわかりやす

い広報をしていく

予定です。

○資産税係では、土

地家屋の適正課税

に向け、調査を行い

適正課税に向け賦

課及び還付の対応

を行っております。

○コンビニ収納の

対応においては、収

納代行業者、2社の

システム会社と市

の4社で共通認識の

上スケジュールを

決定し、30年4月に

安心して導入でき

るようの調整中で

す。

〇市民税係では、各

税目についての税

制改正等について、

速やかにＨＰ・広報

周知しました。特

に、確定申告の改正

点としてセルフメ

ディケーション税

制の創設・医療費控

除の改正がありわ

かりやすく掲載し

ました。

〇資産税係では、評

価替えで業務量が

多いですが、当初賦

課が適正に行われ

るようスケジュー

ルに沿って業務を

進めています。

〇コンビニ収納の

導入に向けては、プ

ロポーザルにて決

定された代行業者

とシステム会社と

連携を取りながら、

大きな課題であり

ましたゆうちょ銀

行へのマル公申請

も承認を受け、スケ

ジュール通りに順

調に進めています。

○ＨＰ、広報等で、

軽自動車税のグリ

ーン化特例の延長、

コンビニ納付、確定

申告や市県民税申

告などわかりやす

く広報周知した。

〇市民税未申告者

について672人の申

告の勧奨を行いま

した。

〇資産税係では、30

年度評価替えのた

め不動産鑑定を基

に調査見直しを行

った。

〇コンビニ収納に

ついて収納代行業

者との納付書バー

コード読み取りテ

ストを完了した。内

部調整として出納

室と入金の取扱い

について協議済み

であり、一連の導入

作業は完了し、平成

30 年度からの可能

になった。
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

5

税等の完納 滞納者の生活実態や財産を正

確に把握し、適正な滞納整理を進

めます。

一般税（現年分）収納率の実績

平成 25 年度 98.55%

平成 26 年度 98.95%

平成 27 年度 99.14%

平成 29 年 3月末現在 97.05%

○平成 28 年度最終収納率

（平成 29 年 6 月に確定）と

同等以上の収納率達成を目

指します。

また適正な滞納整理を進

めます。（平成２９年度目

標：捜索件数１０件以上）

○9月末現在収納率

一般税

現年 63.45％

（前年比-1.79％）

滞繰 15.61％

（前年比-2.32％）

国保税

現年 34.23％

（前年比 0.15％）

滞繰 15.09％

（前年比-2.78％）

捜索件数 11 件実施

○1月末現在収納率

一般税

現年 84.84.％

（前年比-0.66％）

滞繰 27.491％

（前年比-2.68％）

国保税

現年 76.39％

（前年比 0.17％）

滞繰 25.90％

（前年比-1.92％）

捜索件数 12 件実施

○3月末現在収納率

一般税

現年 97.25％

（前年比 0.20％）

滞繰 31.12％

（前年比-3.35％）

国保税

現年 95.18％

（前年比 0.25％）

滞繰 33.40％

（前年比 1.71％）

捜索件数 18 件実施



1

平成２９年度 環境部 経営計画書

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源

環境部長

小竹 俊作

●使命

私たち環境部は、総合計画に掲げる「人と自然の共存した環境に配慮

した美しいまち」実現のため、市民、事業者と行政の協働による、ご

み減量化の推進と、人と地球にやさしい環境負荷の少ない循環型社会

を目指します。あわせて、生活関係施設整備（新火葬場整備）を推進

していきます。

●基本方針

① 新火葬場整備を推進します。

② 地球温暖化防止対策の施策を行います。

③ 可燃ごみ30%の減量を目指します。

④ 消費者相談センターを設置し相談体制の充実を図り、あわせて消費

者被害の防止に努めます。

所 管 課
環境政策推進室、生活環境課、クリー

ンセンターかもめ、長船衛生センター、

長船クリーンセンター

人 員
正職員 臨時職員 合計

１５人 １６人 ３１人

一般会計 １，２３３，４４６ 千円

特別会計 千円

計 １，２３３，４４６ 千円

（うち人件費） （ １０９，８３７ 千円）

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

1

新火葬場の整備 新火葬場の整備につ

いて、地元や関係機

関との協議を進め、

測量や設計などの関

連業務を推進しま

す。また、岡山市と

の広域整備にかかる

基本協定の締結を目

指します。

○ 路線測量・ＩＣ詳細設

計・造成実施設計・地質

調査業務などを実施しま

す。

○ 地元関係者や地権者に向

けて説明会を開催しま

す。

○ 岡山市と協議を行い、広

域整備にかかる基本協定

の締結を目指します。

○ 路線測量、地質調

査、IC詳細設計、造

成実施設計・軟弱地

盤技術解析業務、用

地測量業務を発注

しました。

○ 5月に地元説明会、7

月に地権者説明会

を開催しました。

○ 「岡山市・瀬戸内市

新火葬場整備推進

検討会議」を設置

し、協議中です。

○ 路線測量、地質調査

は完了しました。IC

詳細設計、造成実施

設計・軟弱地盤技術

解析業務、用地測量

業務は実施中です。

○ 11月に付替里道に

係る地元説明会を

開催しました。

○「岡山市・瀬戸内市

新火葬場整備推進

検討会議」において

協議中です。

○ IC詳細設計は完了しまし

た。造成実施設計・軟弱

地盤技術解析業務、用地

測量業務は次年度に繰越

して実施します。

○ 敷井地区浸水対策方針を

検討し地元関係者に説明

しました。

○基本協定の締結には至り

ませんでしたが、2月に両

市長が会談し事業進捗状

況の説明と共同整備の方

向性を再確認しました。
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

2

地球温暖化対策

の推進

「日本の約束草

案」（平成27年7月

地球温暖化対策推

進本部決定）に基づ

き、温室効果ガス排

出量を2030年度に

2013年度比26％削

減を目指して、各種

施策を推進します。

○公共施設等先進的CO2排出

削減対策モデル事業によ

り、牛窓中学校・長船中学

校の省エネ改修の実施、太

陽光発電設備の整備及び

遠隔デマンド制御システ

ムを構築し、公共施設から

の二酸化炭素の排出を削

減します。

〇牛窓中学校の省エ

ネ改修を完了しま

した。（空調機3台

更新、30台新設、照

明188台LED照明に

更新）

○長船中学校の省エ

ネ改修を完了しま

した。

（空調機4台更新、

31台新設、照明175

台LED照明に更新）

○本年度に計画して

いる長船浄化セン

ター及び粟利郷残

土置場の太陽光発

電設備整備工事並

びにデマンド制御

管理システム構築

は発注済で、2月末

には完了予定です。

○長船浄化センター及び粟

利郷残土置場の太陽光発

電設備整備工事並びにデ

マンド制御管理システム

構築は2月末に完了しまし

た。
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

3

可燃ごみの減量

施策の推進

○その他プラスチ

ックの分別適正化

の推進を図ります。

ごみ減量化と人

的負担の軽減を図

るため、出前講座、

広報紙などを通し

て啓発を行い、プラ

と対象外プラ商品

との分別徹底を図

ります。

○生ごみの減量化、

減容化の推進を行

います。

可燃ごみの減量

化対策として既に

多品目分別による

資源化施策を行っ

ている。残る生ごみ

処理についても微

生物資材等を活用

した生ごみ処理事

業の推進により、可

燃ごみの減量化を

推進します。

○平成29年度目標

17％減量

最終目標３０%の実現

ゴミ減量率の実績

○生ごみ処理機購入補助事

業の促進を行います。

（H28年度実績33件→35件）

〇ゴミ減量率

4月 19.3%

5月 13.7%

6月 13.6%

7月 12.9%

8月 12.1%

9月 13.4%

参考

Ｈ28.9月 13.3%

〇生ごみ処理購入補

助 9月末 10件で

す。

○生ゴミ処理機「キエ

ーロ」市民モニター実

証実験中です。

H29.7～（21名）

○ごみ減量率

10月 13.4%

11月 13.6%

12月 14.2%

1月 14.8%

参考

H29.1月 14.4%

○その他プラスチッ

クの分別啓発を実施

しました。（啓発ポス

ター）

○生ゴミ処理購入補

助の実施中です。

○生ごみ処理機「キエ

ーロ」の市民モニター

実証実験第2弾H29.11

（24名）を行い、モニ

ターアンケート、説明

会を実施しました。

○平成 29 年度末の可燃ごみ

減量率は、16.1%でした。

○その他プラスチック名称

を「プラスチック製容器包

装」に変更するとともに、

不燃物混入防止のチラシ

を作製し。分別の徹底を図

りました。

○生ごみ処理機購入補助は、

平成 29 年度中に 31件、交

付しました。

内訳

コンポスト式 21 件

乾燥式 9件

バイオ式 1件

また、生ごみ処理機購入費

補助金交付要綱を改正し、

処理機の対象を追加しま

した。

45 名の市民モニターに生

ごみ処理機「キエーロ」を

使用してもらっています。

年度 全体 家庭系

可燃ごみ

23年度 4.0% 4.2%

24年度 8.4% 6.9%

25年度 10.7% 9.2%

26年度 13.8% 14.6%

27年度 14.6% 13.9%

28年度 16.0% 15.5%



4

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

4

消費者相談セン

ター設置と消費

者被害の防止

○瀬戸内市消費生活

センターを開設し、被

害の防止と解決に資

する機関としての機

能の充実を図ります。

○市の消費生活相談

窓口の認知度を向上

させます。

○被害に遭わないた

めの消費者知識を身

に着けるため消費者

教育を推進します。ま

た、被害に遭いやすい

高齢者を見守る人た

ちへの啓発活動を行

い、被害防止や被害の

早期発見を目指しま

す。

○相談窓口専用回線及び

相談ブースを設置し相談

体制の充実を図ります。

○市民図書館に消費者教

育コーナーを設置し関連

図書並びにパンフレット

を配置し消費者教育に関

する図書の紹介、貸出を行

います。

○広報紙、出前講座などを

通して相談事例や被害に

遭わないためのアドバイ

ス、消費生活の豆知識の紹

介をします。

○民生委員、地域包括支援

センター、介護事業所など

高齢者を見守る役割を担

う方々への啓発活動を行

います。

○9月29日に消費生活

センター設置条例

制定しました。

〇9月末消費生活相談

件数77件です。

参考H28.9月87件

〇市広報誌掲載に

4月～9月分計6回掲

載しました。

〇総合窓口の広告モ

ニターにおいて行

政情報の掲載を常

時しています。

掲載内容「還付金詐

欺」

〇市役所掲示板にて

見守り新鮮情報掲

示を常時行ってい

ます。

○1月4日に瀬戸内市

消費生活センター

を開設し、専用電話

回線を設けました。

広報紙へのチラシ

折り込みも行いま

した。

○1月末の消費生活相

談件数は 168 件で

す。

参考昨年度179件

〇市広報誌掲載

4月～12月分計9回

掲載しています。

〇総合窓口の広告モ

ニターにて行政情

報の掲載を常時行

っています。

掲載内容「還付金詐

欺」

〇市役所掲示板にて

見守り新鮮情報掲

示を常時行ってい

ます。

○平成 29 年度の消費生活相

談件数は、241 件でした。

内訳は、以下のとおりでし

た。

店舗販売 22 件

訪問販売 23 件

通信販売 63 件

マルチ的販売 2件

電話勧誘販売 26 件

訪問販売 2件

その他 103 件

年齢別

２０歳未満 0件

２０歳代 8件

３０歳代 12件

４０歳代 14件

５０歳代 25件

６０歳代 31件

７０歳以上 57件

不明 94件

○市広報紙に、消費生活に関

連する記事を11回掲載し

ました。

また、消費生活問題に関す

る啓発出前講座を市内各

地で９カ所実施しました。



1

平成２９年度 保健福祉部 経営計画書

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源

保健福祉部長

谷本 憲子

●使命

保健福祉部は、妊娠期から乳幼児、高齢者、障がい者の方々

等が、住み慣れた地域で、笑顔で暮らすことができるように、

健康づくりの推進、各種福祉・介護サービスの充実を図るとと

もに、関係者の連携を深め、共に支えあう地域づくりを大切に

した保健福祉行政を推進します。

●基本方針

①障がい者や生活困窮者が自立し活躍できるよう、相談体制を

強化するとともに、就労支援体制の充実を図ります。

②子育て環境を一層充実するとともに、地域の関係機関や行政

機関とのネットワークを充実することによって、妊娠期から

子育て期にわたる切れ目ない支援を推進していきます。

③市民が自分らしい豊かな人生を送ることができるよう、地域

ぐるみで心と体の健康づくりを推進します。

④高齢者が安心して元気に生活できるよう、新たな介護保険制

度の体制を充実します。

⑤誰もが住み慣れた自宅や地域で安心して暮らし続けるまちを

目指して、地域包括ケアシステムの充実に努めます。

所 管 課

福祉課・子育て支援課（公立保育園）・

健康づくり推進課（子ども包括支援セ

ンター）・いきいき長寿課・トータルサ

ポートセンター

人 員
正職員 臨時職員 合計

１１０人 １２２人 ２３２人

一般会計 ４，５６６，７１０ 千円

特別会計 ４，３００，２８２ 千円

計 ８，８６６，９９２ 千円

（うち人件費） （ ７５５，８６７ 千円）
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

1

生活困窮者自立

支援事業の支援

及び実施

自立相談支援事業及び家計相

談支援事業を、委託先の社会福

祉協議会と連携し運営を支援し

ます。

また、就労準備支援事業を実

施し、就労能力が低いなどの課

題を抱える者に対して、就労の

機会を提供し、就職活動等の総

合的な支援や就労体験等を通じ

て最終的に一般就労に結びつ

け、自立を促進します。

生活困窮者に対する第2の

セーフティネットとして設置

した生活相談支援センターの

利用促進や運営を支援しま

す。また、生活相談支援セン

ターとの連携により就労支援

を実施し、生活困窮者の生活

が安定するよう努めます。

・目標就労者数 年間20人

Ｈ29年度より相談

対応の増加に対し

て、職員3人となる

よう委託料を増額

しました。

9月末 就労者数

8人

生活相談支援セン

ターと連携し、事業

を実施しています。

相談の受付件数及

び支援回数は前年

度と同程度となっ

ています。

1月末 就労者数

11人

生活相談支援セン

ターと連携し、事業

を実施しました。

就労者数は13人で、

目標は達成できま

せんでしたが、相談

の受付件数及び支

援回数は前年度と

同程度で、支援対象

者一人ひとりとの

信頼関係を築き、き

め細かい支援に努

めました。

3月末 就労者数

13 人
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

2

子育て環境の充

実

子育て関連施設の整備を推進

します。

福田保育園の園舎拡張整備

を行い、平成30年4月からの受

け入れ準備を行います。

長船東保育園での0歳児か

らの受け入れ等、保育施設の

改修を行い、安全、安心に受

け入れができる施設改修を行

います。

放課後児童クラブについて

は、小学校６年生までが受け

入れ対象となったことから、

施設の新設を行い、平成30年4

月からの受け入れ準備を行い

ます。

１箇所

耐震基準を満たしていない

施設については、その代替策

を速やかに検討し、対応を推

進します（裳掛児童館、放課

後児童クラブ）。

施工業者が決定

し、10月より工事を

進めていきます。

施設改修につい

ては、9月末で工事

を完了しました。

現在、設計を進め

ています。年度末の

完成を目指します。

代替策として、移

転の方針とし、候補

地を決定しました。

今後は関連業務を

進めていきます。

現在工事を行っ

ており、3月末の完

成を予定していま

す。

達成済み

施工業者が決定

し、順次工事を進め

ていきます。

3 月末の完成を目

指していましたが、

4 月以降に完成する

予定となりました。

裳掛児童館につ

いては、新施設の設

計の準備を行って

います。

放課後児童クラ

ブについてはクラ

ブの状況を踏まえ、

新年度に向けた準

備を進めています。

工事は完了し、新

たに0歳児、1歳児あ

わせて23人の受け

入れを確保しまし

た。

達成済み

行幸地区に建設

を進め、平成 30 年 3

月末の完成を目指

していましたが、平

成 30 年 5 月頃に完

成する予定となり

ました。

裳掛地区の新施

設については、認定

こども園と放課後

児童クラブを一体

的に整備すること

とし、設計を進めて

います。

放課後児童クラ

ブについてはクラ

ブの状況を踏まえ、

新年度に向けた準

備を進めています。
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放課後児童クラブの運営のあ

り方についての改善を進めま

す。

子育ての孤立化や児童虐待を

予防するため、関係機関との情

報共有会議を実施し、安心して

子育てできる環境づくりに努め

ます。

保護者会運営方式のクラブ

運営について、指定管理者制

度の導入の検討を行い、平成

31年4月までにはクラブの運

営のあり方を見直し、改善を

目指します。

クラブの運営に寄与できる

ハンドブックの作成協議を引

き続き行います。

警察、児童相談所、教委等

と情報を共有しながら、見守

りを行います。また、その中

で改善方策を協議し、状況の

改善に努めます。

定期的にクラブ

の代表者と協議を

行っています。

指定管理者制度

導入に向けて、議論

を深めていきます。

指定管理者制度

導入の議論の中で、

必要性を検討して

います。

引き続き、関係機

関との情報共有を

図りながら、改善方

策を協議していま

す。

また、見守りが必

要な方については、

現在の状況確認を

行い、状況に応じた

対応を行っていま

す。

8月からこれまで

に4回協議を重ね、

指定管理者制度導

入に向け、具体的な

協議を行っていま

す。

引き続き指定管

理者制度導入の議

論の中で、必要性を

検討しています。

引き続き、関係機

関との情報共有を

図りながら、改善方

策を協議していま

す。

また、現在見守り

を行っている全て

の方の現状確認を

行いつつ、状況に応

じた対応や支援を

行っています。

8月からこれまで

に5回協議を重ね、

指定管理者制度導

入に向けた内容を

取りまとめました。

また、関係条例の

制定を行いました。

指定管理者制度

導入に伴い、導入後

に改めて必要性を

検討します。

年 12 回の関係会

議や、個別ケース会

議を随時開催し、そ

の改善方法を協議

しました。

見守りが必要な

方については、年度

当初より若干減少

しました。引き続き

状況に応じた対応

や支援を行ってい

ます。
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

3

子どもから高齢

者まで、心と体の

健康づくりの推

進

子ども包括支援センターが関

係機関との連携を図りながら、

妊娠期から子育て期にわたる

までの切れ目ない相談支援を実

施します。

地域住民との協働により安心

して子育てができる地域づくり

を目指します。

発達に課題を抱える子どもが

安心して生活できるよう、臨床

心理士が相談支援を行います。

働き盛りの年齢の方が受診し

やすいよう、各種がん検診を日

曜日や夕方に実施します。

また、要精検と判定された方

に対し精密検査の受診勧奨を強

化します。

対象別相談支援件数

・妊婦の訪問・相談件数

訪問60人、相談200件

・乳児家庭全戸訪問

対象者約220人

子育て広場の開催

開催回数・参加者数

小規模 5回・延100組

大規模 2回・延250組

子育て広場応援隊養成講座

開催回数7回

臨床心理士による相談

実人数 70人

延人数 140人

胃、大腸、肺、子宮、乳がん

の各がん検診受診率の目標

前年比1％の増

＜H28年度 受診率＞

胃がん 11.0％

大腸がん 10.7％

肺がん 12.0％

子宮がん 23.7％

乳がん 21.7％

胃、大腸、肺、子宮、乳がん

の各がん検診精検率の目標

90％

妊婦の訪問 11人

妊婦の相談 151件

乳児家庭全戸訪問

4月～9月出生98人

うち76人訪問済み

子育て広場

小規模 3回・延69組

大規模 未実施

子育て広場応援隊

養成講座 4回

発達相談支援

実 99人

延 147人

検診期間中のため

受診率は算出でき

ません。

検診期間中のため

精検率は算出でき

ないが、医療機関か

妊婦の訪問 18人

妊婦の相談 212件

乳児家庭全戸訪問

4月～1月出生157人

うち133人訪問済み

（来所面接6人含）

子育て広場

小規模 5回延113組

大規模 2回延 65組

子育て広場応援隊

養成講座 7回

発達相談支援

実 135人

延 223人

検診期間中のため

受診率は算出でき

ません。

がん検診精検受診率

胃がん 89.1％

肺がん 33.3％

妊婦の訪問 22人

妊婦の相談 257件

乳児家庭全戸訪問

4月～3月出生194人

うち186人訪問済み

（来所面接6人含）

子育て広場

小規模 5回延113組

大規模 2回延 65組

子育て広場応援隊

養成講座 7回

発達相談支援

実 164人

延 266人

＜地域保健・健康増進

事業報告による受診

率 H29 推計値＞

胃がん 11.5％

大腸がん 9.5％

肺がん 10.3％

子宮がん 23.6％

乳がん 21.9％

がん検診精検受診率

胃がん 91.6％

肺がん 33.3％
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潜在の心を病んだ方や家族が

相談につながるように、こころ

の健康に関する普及啓発を行い

ます。

愛育委員・栄養委員の心や身

体の健康づくりに関する研修等

を充実し、地域住民の健康づく

りを推進します。

妊婦・子ども・成人・高齢者

対象に、歯及び歯周疾患の予防

啓発活動を行います。

こころの健康相談（12回）

新規利用者の相談 10人

保健師による相談（随時）

研修等の開催回数，参加者数

愛育：115回、延1,800人

栄養： 60回、延1,000人

地域で愛育委員・栄養委員が

実施した健康づくり活動に参

加した住民数

愛育：11,500人

栄養： 7,500人

歯及び歯周疾患の予防啓発

に関する健康教育又は保健指

導を行う。

妊婦対象 3回 延30人

子どもの親対象

19回 延210組

成人対象 19回 延450人

高齢者対象

20回 延900人

ら報告が無い対象

者に対して、精密検

査受診状況票を発

送し確認に努めて

います。

こころの健康相談

6回

新規利用者の相談

6人

保健師による相談

延44人（面接）

愛育委員

119回 延2,226人

栄養委員

21回 延480人

愛育委員

延13,987人

栄養委員

延1,611人

マタニティ教室に

て妊婦対象に指導

1回 1人

（出前健口講座）

子育て支援センタ

ー 2回 延31組

愛育委員

2回 延38人

サロン・老人クラブ

5回 延71人

大腸がん77.5％

子宮がん83.3％

乳がん※95.8％

※マンモグラフィ

での要精検

こころの健康相談

10回

新規利用者の相談

13人

保健師による相談

延101人（面接）

愛育委員

120回 延2,276人

栄養委員

41回 延795人

愛育委員

延14,087人

栄養委員

延3,818人

マタニティ教室に

て妊婦対象に指導

2回 延4人

（出前健口講座）

子育て支援センタ

ー 2回 延31組

愛育委員

2回 延38人

サロン・老人クラブ

10回 延121人

大腸がん82.7％

子宮がん94.4％

乳がん※98.6％

※マンモグラフィ

での要精検

こころの健康相談

12回

新規利用者の相談

13人（延32人）

保健師による相談

延156人（面接）

愛育委員

122回 延2,369人

栄養委員

53回 延1,016人

愛育委員

延14,755人

栄養委員

延 6,191 人

マタニティ教室に

て妊婦対象に指導

3回 延6人

子どもの親（育児相

談・支援センター）

22回 延127組

成人（愛育委員・福

祉委員・一般）

4回 延142人

サロン・老人クラブ

13回 延200人
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

4

高齢者福祉の推

進

地域密着型の介護事業所を整

備します。

高齢者福祉計画・第７期介護

保険事業計画を策定します。

介護サービス介護給付の適正

化を推進します。

高齢者の住み慣れた地域で

の在宅生活を支え、充実させ

ることを目的に、医療ニーズ

の高い利用者にも対応できる

地域密着型サービスの事業所

1か所を施設整備します。

高齢者が生きがいをもって

住み慣れた地域で暮らせるよ

う、地域の実情に応じた計画

的な施策の推進のため、計画

の策定を行います。

事業者指導の推進を図りま

す。

地域密着型サービス実地指

導事業所数

12事業所

認定調査員の調査の平準化

及び質の向上・安定を目指し

ます。

認定調査員現認研修 1回

プロポーザル方

式にて事業者が決

定しました。

事業者には、事業

費補助金の着手承

認後、速やかに施設

整備に着手してい

ただく予定です。

介護保険事業計

画策定委員会（6月、

9月）県のヒアリン

グ（8月、9月）で、

7期計画に関する意

見をいただきまし

た。

今後、その意見を

反映し、計画策定を

進めていきます。

10月から 1月ま

で、地域密着型サー

ビス実施事業所の

実地指導を行う予

定にしています。

13事業所

認定調査員現認

研修は1月に参加の

予定です。

事業者が、小規模

多機能型居宅介護

施設の年度内完成

を目指し、施設を建

設中です。

12月26日から1月23

日までパブリック

コメントを実施し

ました。2月に今年

度最後の介護保険

事業計画策定委員

会を実施し、計画の

完成を目指します。

地域密着型サー

ビス実施事業所の

実地指導は、すべて

終了しました。

13事業所

認定調査員現認

研修は1月12日に参

加しました。

12人参加

美和地区に小規

模多機能型居宅介

護施設が完成しま

した。

開設準備中で、平

成３０年６月開設

を目指します。

高 齢 者 福 祉 計

画・第７期介護保険

事業計画を策定し

ました。

地域密着型サービ

ス実施事業所の実

地指導は、すべて終

了しました。

13事業所

認定調査員現認

研修は1月12日に参

加しました。

12人参加
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介護予防・日常生活支援総合

事業を通じた地域づくりに努め

ます。

介護予防・日常生活支援総合

事業について、関係機関で情報

を共有しながら、支援内容、取

組み方法等の見直しを行いま

す。

生活支援・介護予防サービス提

供主体等協議体委員 13 人

委員会開催回数 2回

地域包括支援センターにコ

ーディネータを配置し、連携を

行いながら地域づくりを行っ

ていきます。

はつらつ教室（新規）10 カ所

参加目標実人数 120 人

生活支援・介護予防

サービス提供主体等

協議体は12月に実施

する予定です。

介護予防の地域の受

け皿として、地域包

括支援センターのコ

ーディネータと連携

し、はつらつ教室の

立ち上げ支援を行い

ました。

はつらつ教室（新規）

9カ所

参加人数 161人

生活支援・介護予

防サービス提供主体

等協議体は2月に実

施する予定です。

介護予防の地域の

受け皿として、はつ

らつ教室の立ち上げ

支援を行いました。

はつらつ教室（新規）

19カ所

参加人数 324人

生活支援・介護予

防サービス提供主体

等協議体会議を 2 月

に開催し、情報共有

を図りました。

生活支援・介護予防

サービス提供主体等

協議体委員 13 人

開催回数 1回

介護予防の地域の

受け皿として、はつ

らつ教室の立ち上げ

支援を行いました。

はつらつ教室（新規）

22カ所

参加人数 359人

はつらつ教OB会

62カ所
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

5

保健、福祉、医療

連携の深化・推進

できる限り住み慣れた自宅や

地域で安心して暮らし続けなが

ら、必要な医療や福祉サービス

を受けられるような、地域ネッ

トワークの充実強化を推進しま

す。

地域包括ケアシステムを踏ま

えた在宅医療・介護推進につい

て、市民・地域住民への普及啓

発を行います。

関係部署・関係機関との協働

により作成した地域包括ケア実

行計画に基づき、年次目標が達

成できるよう多職種との連携調

整を図ります。

関係機関との機能・役割・連

携等運営体制の整備を図りま

す。

市内の医療・福祉・介護関係

機関が連携を深められるよ

う、多数の関係機関が参加で

きる専門職研修会等を実施し

ます。

１研修会あたり市内関係機関

参加目標率

医療機関 20％

介護福祉機関 35％

延参加目標人数 300人

認知症初期集中支援

チーム員会議開催

24 回/年

在宅医療介護推進の市民講

座、研修会等を開催します。

市民講座、出前講座、研修

会等 10 回

延参加目標人数 300 人

市在宅医療・福祉・保健連携

推進協議会（ケアネットせと

うち）で、地域包括ケア実行

計画等の進捗、取組状況の報

告、情報交換を行います。

協議会会議 4回

延参加目標人数 100 人

瀬戸内市民病院ほか、市内

の医療・福祉・介護関係機関

が連携できる意見調整や相談

体制の整備を図ります。

認知症初期集中支

援チーム員会議開

催 8回

市民講座・出前講座

の開催 8回

延参加人数 269 人

市在宅医療・福祉・

保健連携推進協議

会（ケアネットせと

うち）開催

協議会会議 2回

参加人数 55 人

専門職研修会の開

催 3回

延参加人数 296 人

１研修会あたりの

市内関係機関参加

率

医療機関 12.8%

介護福祉 39.5%

延参加人数 296 人

認知症初期集中支

援チーム員会議開

催 11 回

市民講座・出前講座

の開催 8回

延参加人数 269 人

市在宅医療・福祉・

保健連携推進協議

会（ケアネットせと

うち）開催

協議会会議 3回

延参加人数83人

専門職研修会の開

催 3回

延参加人数 296 人

１研修会あたりの

市内関係機関参加

率

医療機関 12.8%

介護福祉 39.5%

延参加人数 296 人

認知症初期集中支

援チーム員会議開

催 14 回

市民講座・出前講座

の開催 8回

延参加人数269人

市在宅医療・福祉・

保健連携推進協議

会（ケアネットせと

うち）開催

協議会会議 4回

延参加人数111人



10

在宅医療・地域福祉連携に

係る会議開催 24 回

延参加目標人数 130 人

医療・福祉・介護関係機関と

の個別対応目標件数

350 件 /年

在宅医療・地域福祉

連携に係る会議開

催 13 回

参加人数 120 人

医療・福祉・介護関

係機関との個別対

応件数 197 件

在宅医療・地域福祉

連携に係る会議開

催 24 回

延参加人数 230 人

医療・福祉・介護関

係機関との個別対

応件数 386 件

在宅医療・地域福祉

連携に係る会議開

催 29回

延参加人数 299 人

医療・福祉・介護関

係機関との個別対

応延件数 499 件



1

平成２９年度 産業建設部 経営計画書

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源

産業建設部長

難波 利光

●使命

私たち産業建設部は、インフラ整備を進めることで安全で快適な生活

空間の創出を目指します。また、市の魅力を伝えるための情報発信事業

を推進し、併せて地域の産業が持続的に発展できるよう施策を展開する

ことで、活性化を積極的に進めます。

●基本方針

①河川、高潮、住宅の耐震化等の防災対策事業を計画的に実施します。

②生活道路等の年次的な整備を促進します。

③ＪＲ駅前整備計画の実現に向け、事業を促進します

④錦海湾堤防、錦海排水ポンプ等公共施設の管理責任を果たすととも

に、安全で円滑な事業実施を図ります。

⑤地域産業の活性化を図るため創業者支援、企業誘致を促進します。

⑥地域特産品の開発及びブランド化、農林水産物等の販路拡大など農林

水産業の基盤整備を推進します。

⑦有害鳥獣による農作物への被害を抑えるため、積極的に事業を進めて

いきます。

⑧魅力ある観光資源を活かしながら情報発信を行うことで、観光客の誘

致に努め、併せて市の知名度向上につなげていきます。

⑨訪日外国人の増加が見込まれる中、インバウンド対策に取り組んでい

きます。

所 管 課 建設課・産業振興課・観光課

人 員
正職員 臨時職員 合計

３３人 ５人 ３８人

一般会計 ２，９１７，８２９
千円

特別会計 ４３２，８６９
千円

計 ３，３５０，６９８
千円

（うち人件費） （ ２３９，４１６ 千円）
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

1

道路施設、港湾施

設、住宅の老朽化

対策の推進及び高

潮の防災対策の推

進

道路管理者として、道路を常時良

好な状態に保つように維持、修繕

することが法令化されたことを受

け、5年に1回、橋梁点検を実施し

健全性の診断を行い、適正な管理

を進めます。

港湾施設も老朽化が進行している

ことから、必要な機能を維持しつ

つ、将来の更新コストの平準化を

図るため、長寿命化計画を策定し、

適正な管理を進めます。

住宅についても、住宅耐震診断・

補強計画、耐震工事を広報紙等に

よる周知により事業推進し、災害

の未然防止や被害の軽減を図りま

す。

沿岸部において、台風時等の高潮

対策で問題となっている内水排除

について、排水施設の適正化検討

を行い、防災対策を進めます。

市道の橋梁 581 橋について、

平成26年度から30年度の5

カ年で計画的に法令点検を

実施しており、これまでに

262 橋を点検済みです。今年

度も引き続き 160 橋につい

て法令点検を実施します。

市が管理する7つの港湾の長

寿命化計画を策定します。

住宅の耐震診断、補強計画、

補強工事に対する補助金を

交付します。

（木造住宅）

耐震診断19件

補強計画10件

補強工事5件

現在、仮設ポンプを設置して

いる箇所とこれまでに台風

等による浸水被害があった

個所について、事業化に向け

た検討を実施します。

160橋の法定点検に

ついて発注済み。

現在点検中。

7つの港湾の長寿命

化計画について発

注済み。

現在計画策定中。

実績

（木造住宅）

耐震診断 3件

補強計画 2件

補強工事 0件

9月17日の台風18号

の仮設ポンプの稼

働状況と浸水被害

の状況について、資

料を整理中。

161橋の法定点検が

完了しました。

長寿命化計画の結

果を取りまとめ中。

実績

（木造住宅）

耐震診断 3件

補強計画 2件

補強工事 0件

台風18号の降雨は

10～15年確率の降

雨強度であり、ポン

プだけによる完全

な内水排除は困難

であるが、当面は浸

水被害低減のため

仮設ポンプを増や

すことで対応する

方針。

161橋の法定点検が

完了しました。

7 つの港湾の長寿命

化計画の策定が完了

しました。

実績

（木造住宅）

耐震診断 3件

補強計画 4件

補強工事 1件

浸水被害個所を中心

に仮設ポンプの設置

台数を増やし、被害

低減に努めます。



3

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

2

生活道路等の整備 地域の活動や市民の生活に最も密

着する生活道路の維持補修や改修

整備などを促進し、安全安心な地

域づくりを推進していきます。ま

た、まちづくりに必要な道路の整

備を進めます。

生活道路改良工事では、舗

装、修繕を含め20路線を実施

します。

生活道路維持補修等では、要

望書に基づいた迅速な対応

と、要望に対する実施率60％

以上を目指します。

用水路等の転落事故防止対

策のため、防護柵等の安全施

設を500ｍ実施します。

15路線の工事発注

を行い、10路線が工

事完了。

要望件数172件に対

し69件対応し実施

率40％。

防護柵設置工事と

して安全施設535ｍ

発注済み。

現在施工中。

38路線の工事発注

を行い、15路線が工

事完了。

要望件数231件に対

し94件対応し実施

率41％。

防護柵設置工事と

して安全施設807ｍ

の工事発注を行い、

535ｍが工事完了。

35 路線の工事が完了

しました。

要望件数280件に対

し141件対応し実施

率50％でした。

防護柵設置工事とし

て安全施設 807ｍの

工事が完了しまし

た。

3

JR駅前等整備事業

の推進

市内に3駅あるJR駅前等整備計画

の実現にむけて、関係者等と調整、

事業の推進を図ります。

JR西日本と協力しながら、整

備条件等について調整を行

います。

整備計画について、関係者と

調整し、現地を用地測量した

のち、詳細設計を行い、最終

の駅前等整備の仕様を決定

するなど、工事発注の準備を

行います。

現地測量、設計、用

地測量を発注済み。

現地測量は完成。

設計、用地測量を実

施中。

用地交渉は地権者

と会えず交渉が停

滞しています。

用地交渉をほぼ完

了し、設計に反映さ

せ業務を実施中。

業務工程としては

少し遅れています。

一部の用地交渉が難

航し設計変更が生じ

ています。設計業務

は繰越となりました

が、引続き早期工事

着工できるよう、用

地交渉と設計を進め

ていきます。
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

4

錦海塩田跡地の適

正な維持管理及び

跡地活用事業の円

滑な推進

跡地の水質検査を継続的に実施

し、状況を監視します。

排水ポンプを適正に維持管理し、

降雨時に適切に排水ポンプを稼動

し、周辺地域の浸水を防止します。

事業者が施工する工事について

は、監督処分権限を有する県と連

携して、安全安心で円滑な実施を

図ります。

水質等の検査結果について

は、引き続き、地元関係者へ

周知します。

年間を通じて適正な維持管

理を実施し、災害等を未然に

防止します。

老朽施設については、計画的

に撤去します。

年間を通じて、住民生活に影

響のないよう工事の安全性

を確保し、円滑な実施を図り

ます。

水質検査の結果を

関係者に周知、水質

に異常はなし。

6月に排水ポンプの

点検を実施、適切に

排水ポンプを稼働

しました。

倉庫の撤去工事の

入札を、10月に実施

予定。

県が6月に梅雨期の

保安管理及び安全

対策に係る現地調

査を実施、市も調査

に同行しました。

水質検査の結果を

関係者に周知、水質

に異常はなし。

排水ポンプを適切

に稼働し、台風によ

る周辺地域の浸水

を防止しました。

排水ポンプ管理棟

が、10月に完成しま

した。

県が12月に年末年

始休業期間中の現

場保安管理及び安

全対策に係る現地

調査を実施、市も調

査に同行しました。

水質検査の結果を地

元関係者に周知、水

質に異常はありませ

んでした。

排水ポンプを適切に

稼働し、周辺地域の

浸水を防止しまし

た。

排水ポンプ管理棟が

10 月に完成し、市道

錦海師楽線の整備の

ため、倉庫 2 棟を解

体撤去しました。

太陽光発電所の建設

工事は 3 月で完了、

試運転等の後、平成

30 年秋に運転が開始

されます。

5

商工業等の活性化 地元消費の拡大及び地域経済の活

性化を図ります。

また、創業者等に対する支援を強

化します。

創業支援事業計画に基づき、

瀬戸内市商工会、岡山県産業

振興財団、金融機関との連携

による創業支援件数 149 件

及び創業件数 18 件。

（各連携機関合計数値）

利子補給制度等の適正な執

行による中小企業の支援。

創業支援事業計画

に基づき、10、11

月に備前市及び和

気町との共催によ

る創業塾を実施予

定。

利子補給半期分 56

件実施。

創業塾を開催しま

した。瀬戸内市参加

人数 17 人。

設備資金利子補給

及びマル経資金利

子補給は 3 月に実

施予定。

創業奨励金を10件交

付しました。

瀬戸内市商工会、岡

山県産業振興財団、

金融機関との連携に

よる創業支援を86件

実施し、21 件が創業

しました。

設備資金利子補給半

期分 65 件を実施し、

年間合計 121 件を実

施しました。

マル経資金利子補給

全期分49件を実施し

ました。
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

6

企業誘致の促進 地域活性化策として、工業団地の

整備及び優良企業誘致活動を推進

します。

豆田工業団地の造成工事完

了。

優良企業の誘致に向けた方

策の検討及び情報収集の実

施。

豆田工業団地の造

成工事進捗状況

80％

企業誘致の相談件

数 2件

最終の造成工事を

発注しました。来春

完成を目指します。

豆田工業団地は平成

30 年度造成完了に向

けて工事進行中で

す。

今後、農村産業法に

基づく地区指定等に

向けて、情報収集等

を実施します。

7

農業をはじめとし

た地域産業の活性

化

市内の耕作放棄地を復旧するとと

もに、新規就農者の確保とその支

援を行います。

・国庫事業等を活用し、耕作

放棄地の年間活用面積を５

ha増加。

・関係機関との連携による、

技術取得のための研修、就農

後の経営支援等の実施。

農業委員会との連

携により市内農用

地利用状況調査を

８月から９月にか

けて実施しました。

新規就農者１名を

認定しました。

農業委員会との連

携により市内農地

の利用状況調査を

実施し、3.2ha の遊

休農地の再生を確

認しました。

新規就農者 3 名を

認定しました。

耕作放棄地対策の一

環として中山間地域

等直接支払制度の対

象面積の拡大調査等

を実施。

青年就農給付金受給

者に対して現地確認

と共に経営指導を実

施（計 12名）。

・瀬戸内市振興公社等関係機

関と連携したブランド化に

向けた取組による農林水産

業等の活性化。

瀬戸内市産農産物

のブランド化に向

けてイベントへの

出展及び準備等を

行いました。

10 月 29 日開催の

「セトフェス」（市

観光課主催）に 11

社が出展しました。

11 月 19 日開催の

「おかやま秋の地

産地消マルシェ」

（岡山市農林水産

課主催）に 4社が出

展しました。

岡山県地域産業資源

の一つに瀬戸内市の

「レモン」が追加。
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

8

有害鳥獣被害対策

の推進

有害鳥獣対策室の設置により、近

年被害が増加している鳥獣被害の

防止を図るための対策を強化しま

す。

・瀬戸内市鳥獣被害防止対策

協議会、実施隊の運営

・捕獲強化（捕獲推進機器の

導入）

・防護柵設置（単市個別柵お

よび単県集落柵の実施）

・地域で取り組む鳥獣害対策

の推進（地域おこし協力隊の

配置と育成、セミナー開催

等）

６月に協議会総会

を開催して本年度

の活動計画や予算

案を具体化しまし

た。

個別柵 82 件

集落柵 3件

７月から鳥獣被害

防止対策活動に従

事する地域おこし

協力隊員１名採用

セミナー開催準備

を行いました。

2月に 3地区（牛窓、

邑久長船）で開催す

る協議会主催のセ

ミナーを準備中。

捕獲箱を 3基導入。

個別柵 120 件

集落柵 3件

地域で管理する捕

獲檻による捕獲駆

除の実施および集

落柵検討のための

地域等への説明会

の実施（7カ所）

3地区（牛窓、邑久、

長船）において、鳥

獣セミナーを実施。

また、併せてヌート

リア捕獲従事者講習

を実施

地域で管理する捕獲

檻を 2基設置

個人柵 126 件（累計）

集落柵 3件（累計）

猟期中のシカイノシ

シにかかる捕獲強化

（8千円/頭の補助）。

シカ 79 頭

イノシシ 196 頭
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

9

魅力ある観光資源

の活用による観光

客の誘致

観光資源の再発見や磨き上げ、情

報発信に取り組むことで、観光客

の増加と市の知名度の向上を図り

ます。

①地域間交流による活性化

を図ることを目的として全

国で開催されている「北前船

寄港地フォーラム inおかや
ま」を岡山市、倉敷市、玉野

市と共同開催し、多くの集客

交流が見込まれる講演会等

のイベントを通して市のPR
を実施します。

また、「Kireiなモノ、コ
ト、トコ発見・発信事業」の

実施により、地域資源を活か

した商品開発や周遊企画等、

観光商品化を進め、誘客の促

進を図ります。

・目標入込客数：800,000 人

②観光客数の増加に向けた

取り組みとして、長浜オリー

ブ公園公衆トイレ下水道接

続工事、牛窓海游文化館だん

じり展示室エアコン取替修

繕工事を実施します

①7/14・15 に岡山

市・倉敷市・玉野市

と協働して北前船

寄港地フォーラム

を開催しました。15

日には現地視察、シ

ンポジウムを市内

で開催し、北前船寄

港地や旅行業界団

体などから約 240

名の参加があり、市

の観光資源を効果

的に周知すること

ができました。

「Kireiなモノ、コ
ト、トコ発見・発信

事業」は、市内各種

団体と実行委員会

を組織して進めて

います。ステージ出

演者、マルシェ出店

者を決定し、公式

HPや地域情報誌、
FM 岡山などのメ

ディアでPRを行っ
ています。

②長浜オリーブ公

園公衆トイレ下水

道接続工事、牛窓海

游文化館だんじり

展示室エアコン取

替修繕工事の設計

業者を決定したと

ころです。

①「Kireiなモノ、
コト、トコ発見・発

信事業」では、ロケ

映画を活かしたイ

ベントを 10/29 に
開催しました。当日

は台風接近の影響

で降雨中の開催と

なりましたが、多く

の来場者があり、当

市の魅力を体感し

ていただくことが

できました。またイ

ベントの前後にも

FM 岡山などのメ

ディアを活用した

PRなど、地域情報
の発信ができまし

た。

②長浜オリーブ公

園トイレ下水道接

続工事は、施工業者

が決定し 2 月から
工事を開始します。

牛窓海遊文化館だ

んじり展示室のエ

アコンは、本年度は

①「北前船寄港地フ

ォーラム」について

は、全国の北前船寄

港地から多くの市町

村関係者、旅行業関

係者等に瀬戸内市を

訪れていただき、当

市の観光資源につい

て、効果的な周知が

図れました。また、

Kireiなモノ、コト、
トコ発見・発信事業

では、イベントの参

加者やラジオのリス

ナー等にも当市の

PRができ、両事業と
も効果的な地域情報

の発信が行えまし

た。

②長浜オリーブ公園

トイレ下水道接続工

事は完了し、当市を

訪れる観光客等にご

利用いただいていま

す。

牛窓海遊文化館の

エアコン修繕につい
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故障個所の応急修

繕にとどめ、朝鮮通

信使の世界記憶遺

産登録もあったこ

とから、エアコン修

繕を含めた施設整

備を再考します。

ては、本年度、応急

修繕を行い、今後エ

アコン修繕を含めた

施設整備について再

考します。
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

10

訪日外国人の誘致 インバウンド対策に取り組むこと

により、外国人観光客の増加を図

ります。

吉井川流域 DMO、岡山県外
国人受入協議会等、近隣自治

体との連携事業の実施やイ

ンバウンドコーディネータ

ーの設置により、外国人観光

客の誘客に向けた取り組み

を強化します。外国人観光客

の入込客数の目標値を前年

比 120％とします。
※H28外国人観光客数
・刀剣博物館：1,970人
・宿泊施設 ： 391人

吉井川流域 DMO
によるルーリズム

エキスポの参加、岡

山県との連携によ

るスタンプラリー

の実施、フランス

TVの誘致等の取り
組みを進めていま

す。また、インバウ

ンドコーディネー

ターによる外国人

観光客のスムーズ

な受入れについて

体制整備を進めて

います。

インバウンド対策

を中心に業務を行

う吉井川流域DMO
も種々の検討がな

され、来年度の一般

社団法人設立に向

けて最終段階とな

っています。またイ

ンバウンドコーデ

ィネーターによる

外国人観光客誘客

促進のための海外

メディアへの対応

や PRを進め、刀剣
を中心としたイン

バウンド向けの情

報発信を充実させ

ています。

吉井川流域 DMO は
一般社団法人の設立

に向け、最終段階を

迎え、来年度の早い

時期に設立できる見

通しです。また、イ

ンバウンドコーディ

ネーターによる海外

メディアへの PRや、
外国人観光客受入の

体制整備も充実させ

ることができまし

た。

H29外国人観光客数
・刀剣博物館 1871人
・海遊文化館 125人
・宿泊施設 406人
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平成２９年度 消防本部 経営計画書

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源

消防長

鶴海 栄一

●使命

私たち消防本部は、市民の「安全・安心な暮らし」、「防災体制が整っ

ており、災害に強いまち」のニーズにこたえるため、消防力の強化はも

とより、市民のみなさんとの自助、共助の連携により、「市民が安心し

て暮らせる 災害に強い安全な都市 瀬戸内市」を創り上げていきます。

●基本方針

① 災害発生時に、消防力が最大限発揮できるよう各種訓練に取り組み

ます。

② 市民による救命処置・救急隊による高度な救命処置並びに医療機関

との連携を図り、傷病者の救命率を高めます。

③消防団施設等の整備を進めるとともに、消防団活動を広くＰＲし市民

意識の向上を図るとともに、協力事業所事業を推進し団員が活動しや

すい環境づくりに努めます。

④ 火災予防査察規程に基づき、防火対象物及び危険物許可施設に対し

て立入検査の推進に努めます。

⑤ 違反対象物公表制度に向けて、防火対象物に対して立入検査を行

い、法令違反是正の強化を図ります。

⑥ 危険物施設に係る許可等審査における審査基準を一元化し、分かり

易い行政指導に努めます。

⑦ 119番受付時において、口頭指導を迅速・適切に実施し、心肺蘇生

実施率を高めます。

所 管 課
総務課 警防課 予防課 通信指令室

消防署

人 員
正職員 臨時職員 合計

７２人 人 ７２人

一般会計 ６９５，２９４ 千円

特別会計 千円

計 ６９５，２９４ 千円

（うち人件費） （ ５４４，０４７ 千円）
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

1

消防対応能力の向

上

【警防課・消防署】

今後数年間でベテラン職員の大

量退職を迎え、災害対応能力の低

下が懸念されることから、管内の

大規模事業所並びに外部団体等と

積極的に合同訓練を実施し、中

堅・若手職員へ知識と技術の伝承

を行うことで、経験不足を補い災

害対応能力の向上を図ります。

個人装備用新防火衣等選定委員

会を設立します。

各種事業所での訓練を実

施します。

・実践訓練 年5回以上

署内、現地での訓練

・図上訓練 年2回以上

・災害想定訓練 月1回以上

・水防訓練 年1回以上

・水難救助訓練 年1回以上

・林野火災訓練 年1回以上

平成３１年からの新防火

衣更新に向けて委員会を立

ち上げ情報収集等行い、基本

的な仕様書(案)を作成しま

す。

各種事業所での訓

練

・実践訓練 5回

署内、現地での訓練

・図上訓練 4回

・災害想定訓練 24

回

・水防訓練 1回

・水難救助訓練 2回

・林野火災訓練 0回

新防火衣選定委員会

2回開催

県下の消防本部より

情報を収集

６業者より性能等の

説明を受け、職員か

らアンケートを取

る。

各種事業所での訓

練

・実践訓練 7回

署内、現地での訓練

・図上訓練 6回

・災害想定訓練 40回

・水防訓練 1回

・水難救助訓練 2回

・林野火災訓練 0回

新防火衣選定委員会

3回開催

業者を３業者に絞り

説明を受けます。

各種事業所での訓

練

・実践訓練 7回

署内、現地での訓練

・図上訓練 6回

・災害想定訓練 53回

・水防訓練 1回

・水難救助訓練 2回

・林野火災訓練 0回

来年度も継続しま

す。

新防火衣選定委員会

4回開催

防火衣、ヘルメット、

防火靴の組合せを考

え、業者からの説明

を受け、H30年6月末

までに仕様書を作成

します。

2

市民・医療機関と

の救命連携の強化

【警防課・消防署】

救命処置や応急手当が実施でき

る市民を増やし救命率の向上に努

めます。

高度な救命処置として薬剤投

与、気管挿管、血糖値測定、ブド

ウ糖投与のできる救命士養成と質

の高い救急業務を提供するため、

医療機関と連携し救命士の能力の

維持向上のための教育に努めま

す。

・救命講習受講者

年間400人

・応急手当講習受講者

年間1,200人

・認定救命士 4名

・指導救命士 1名

・救命士生涯教育

病院実習年8日15名

・救命講習受講者

87人 進捗率22%

・応急手当講習受講

者 790人進捗率66%

・認定救命士 0名

10～3月で4名養成

・指導救命士 0名

1名養成中

・救命士生涯教育

病院実習15名の

内、達成者1名

・救命講習受講者

155人 進捗率39%

・応急手当講習受講者

819人進捗率68%

・認定救命士 2名

2～3月で2名養成

・指導救命士 １名

病院実習等全て終

了しています。県及

びMCへの申請準備

中です。

・救命士生涯教育

病院実習15名の内、

達成者2名

・救命講習受講者

230人 進捗率58%

・応急手当講習受講

者 965人進捗率

80%

・認定救命士 4名

・指導救命士 １名

県及びMCへの認定

申請中です。

・救命士生涯教育

病院実習15名の

内、達成者13名
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

3

消防団活動に対す

る市民意識の向上

【総務課】

消防団施設等の整

備【総務課】

地域防災を担う要である消防団

活動を広くPRし市民意識の向上を

図り、消防団に対する理解と協力

並びに、団員確保につなげます。

また、消防団協力事業所事業を

推進し、団員が活動しやすい環境

づくりに努めます。

邑久東分団の4部と5部の機庫を

移転統合し新設、災害拠点として

の機能強化を図ります。

また、第1部の機能低下した消防

車両の更新を図ります。

消防団訓練を一般公開訓

練等としてPRします。

出前講座を開講します。

1回以上

協力事業所を認定し、報道機

関等へ公開します。

本年度、機庫を建築し、使

用開始します

100トン耐震型防火水槽の

設計をします。

邑久東分団第1部の消防車

両を更新配備します。

防災訓練、操法大会

へ一般市民が参加又

見学。

現在、講座内容を検

討中

認定申請を現在受付

中、交付式の準備を

検討。

機庫新築中、出来高

60％

設計業者が決定し、

打合せにはいる。

納入業者決定、作成

中

防災訓練、操法大会、文

化財防火訓練を一般公

開訓練としてPR。

長船中学校で、出前講座

を実施済。

2月15日、10事業所へ交

付予定。

12月8日、新機庫竣工し、

引渡し済み。

11月29日100ﾄﾝ水槽設計

が終了しました。

2月中に更新配備予定。

公開訓練は全て終了。

消防団活動を広くＰＲ

するため、今後も継続

していきます。

長船中学校で出前講座

を実施済。

消防団協力事業所とし

て、10 事業所へ認定交

付し、ホームページ等

へ掲載しました。

邑久東分団機庫とし

て、現在運用していま

す。

11月29日100ﾄﾝ水槽設

計が終了しました。

2月 27 日に邑久東分団

第 1 部の可搬積載車が

納車となり完了となり

ました。
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

4

防火対象物・危険

物許可施設の立入

検査の推進

【予防課】

特定防火対象物及び非特定防火

対象物に対し、優先順位を付け、

立入検査を実施します。

査察規程により、対象のすべて

の危険物許可施設に対し、立入検

査を実施します。

消防用設備等点検結果報

告の義務に重点を置き実施

します。

・特定防火対象物

立入検査実施３５事業所

・非特定防火対象物

立入検査実施２５事業所

定期点検の実施及び保安

講習の受講に指導の重点を

置き実施します。

・立入検査実施４８事業所

（１１０施設）

立入検査済み

・特定防火対象物27

事業所 進捗率77％

・非特定防火対象物

7事業所 進捗率28％

優先順位で実施し

ていきます。

立入検査済み

・39事業所（80施設）

進捗率72％

定期点検について

は14施設、保安講習

については9施設で

違反がありました。

違反物件については

継続して指導を行い

ます。

立入検査済み

・特定防火対象物35

事業所 進捗率100％

・非特定防火対象物10

事業所進捗率40％

優先順位で実施し

ていきます。

立入検査済み

・48事業所（110施設）

進捗率100％

違反物件について

改修計画書の提出等

是正の目途が立って

いないものについて

は継続して指導を行

います。

・特定防火対象物35

事業所、非特定防火

対象物25事業所全て

実施。改修予定が来

年度になっている対

象物は継続して指導

を行います。

立入検査済み

・48事業所（110施設）

進捗率100％

改修計画書の提出が

ない６事業所に対し

て再度、現地にて是

正指導を実施。是正

が確認できるまで来

年度も継続して指導

を行います。

5

防火対象物の早期

違反是正の強化

【予防課】

違反対象物公表制度の実施を平

成３２年度に開始する予定です。

公表を始めるまでに、特定防火

対象物における消防用設備等に対

して違反対象物公表制度の実施に

向けての立入検査・指導を強化し

ます。

屋内消火栓設備・スプリン

クラー設備・自動火災報知設

備の設置義務に重点を置き

実施します。

・立入検査及び指導

実施９事業所

立入検査指導済

7事業所進捗率 77％

2 事業所について

は改修済み、4 事業

所については 12 月

末には改修予定。

違反物件について

は継続して指導を行

います。

立入検査指導済

9事業所進捗率 100％

5 事業所について

は改修済み、1事業所

については 2 月末に

は改修予定。

違反物件について

は継続して指導を行

います。

立入検査指導済

9事業所進捗率100％

6 事業所について

は改修済み。

違反物件 3 事業所

については継続して

指導を行います。

6

危険物審査基準の

一元化の確立

【予防課】

危険物施設の許可等に係る審査

基準について一元化したものを策

定します。

今年度中に審査基準の作

成完了を目指します。

県内他本部（局）

の指導基準を参考に

草案を完成。市例規

と照合し、修正をか

けて年内の完成を目

指します。

策定完了し、１月よ

り運用を開始してい

ます。

審査基準に基づき

審査、指導を行って

います。
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

7

データ管理の充実

【通信指令室】

平成 29年 6 月以降に、消防情報

支援システムの更新を行い、消防

本部が管理、使用する各種データ

を電子化し、各種データベースに

より共有化した情報を利用して、

迅速・確実な消防業務を行います。

運用マニュアルの作成及

び担当者向けの研修を実施

し、各担当部署からデータの

入力・更新が確実に行えるよ

うにします。

沖電気ＳＥと会議等

を行い、擦りあわせ

終了しています。9

月末までに消防側か

らのデータを提出済

みです。

進捗率 30％

11 月 15 日に更新完了

し、研修実施後、11

月 17 日より運用を開

始しています。

11 月 15 日にシステム

の更新が完了し、各部

署で入力が確実に行

われています。

口頭指導による心

肺蘇生実施の向上

【通信指令室】

指令室員の電話対応力の訓練を

実施し、119 番受付時、適切な口

頭指導により、救命効果の向上を

図ります。

昨年度、心肺蘇生の口頭指導件

数 31 件中、心肺蘇生実施が 23 件、

実施率 75％となっており、更なる

実施率の向上に努めます。

指令室内での訓練 毎月

口頭指導後の心肺蘇生実施

率85％以上を目指します。

的確な状況を聞き出

す訓練を主に継続し

て実施しています。

心肺停止による口頭

指導必要件数 2件

・口頭指導後、心肺

蘇生を実施 2件

訓練は継続して行って

おり、通報時、呼吸の

異常等あれば、口頭指

導を実施しています。

心肺停止による口頭指

導必要件数 18件

・口頭指導後、心肺蘇

生を実施 14 件

・心肺蘇生未実施 4件

・口頭指導未実施 1件

心肺蘇生実施率 78％

訓練は年間を通し実

施しており、来年度

も継続して実施しま

す。

心肺停止による口頭

指導必要件数 25件

・口頭指導後、心肺蘇

生を実施 18 件

・心肺蘇生未実施 6件

・口頭指導未実施 1件

心肺蘇生実施率 72％
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平成２９年度 上下水道部 経営計画書

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源

上下水道部長

萬代 昇

●使命

私たち上下水道部は、市民生活や産業経済活動に欠くことのできないラ

イフライン事業を担っています。災害に強く、安全で良質な水道水を供

給するため、高水準な施設整備を積極的に進め、安全・安心で良質な水

道水を安定的に給水します。

下水道は、快適な生活環境の整備だけでなく、日々の生活で汚した水を

高度処理し水質保全を図り、豊かな水環境を守ります。

●基本方針

①災害に備え、上水道の水源別、配水管エリアを結ぶ連絡管の敷設を進

めます。

②上水道の浄水場、配水池関連の更新等の機能強化を進めます。

③上水道の災害に強い基幹管路の強化や老朽管更新・耐震管への布設替

を進めます。

④効率的な運営管理を見据えた整備計画を進めます。

⑤下水道事業の効率化、維持管理コスト縮減、供用開始区域内の接続推

進を図り公営企業として経営の健全化を進めます。

所 管 課
上水道業務課・上水道施設課

下水道課

人 員
正職員 臨時職員 合計

３６人 ８人 ４４人

水道事業会計
４，２６７，８８１ 千円

下道事業会計 ２，９４１，８６０ 千円

計 ７，２０９，７４１ 千円

（うち人件費） （ ２８３，３０２ 千円）

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

1

基幹管路の災害時

応急給水強化

災害時に邑久・長船間の応急給水

が出来る様に、邑久・長船東連絡

管（土佐～東須恵間）の配管布設

工事を継続します。

耐震型ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管口径200

㎜を、延長約600ｍ布設しま

す。

8月に契約を行い進

捗率10％です。

６工区（耐震管ダクタ

イル鋳鉄管φ200～

100㎜ Ｌ＝604ｍ）は、

平成30年1月に布設工

事完了しました。

６工区（耐震管ダクタ

イル鋳鉄管φ200～

100 ㎜ Ｌ＝604ｍ）

は、平成 30 年 1 月に

布設工事完了しまし

た。
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

2

浄水場施設更新及

び配水池関連の機

能強化

福山浄水場及び長船水源地の浄水

場施設の更新整備事業を継続しま

す。

新甲山配水池建設工事を継続しま

す。

新北島配水池建設事業を進めま

す。また、北島送水管の布設替工

事を継続します。

福山浄水場施設更新整備事業

を引き続き施工し、当年度分

の事業執行を強化します。

長船水源地更新整備事業は、7

月末完成を行います。

新甲山配水池建設工事を今年

度末の完成を行います。

工事実施に向けて説明会を開

催します。北島送水管を耐震

型ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管口径 400 ㎜で

延長 148ｍ布設替します。

詳細設計と一部場内

工事を行っており今

後は機械製作を行い

ます。７月末に完成

し８月から通水を行

っています。

配水池構造物は完成

し今後は、緊急遮断

弁の設置及び場内整

備工事を行います。

管路工事は、９月に

契約を行い進捗率

10％です。

詳細設計が完了し、浄

水処理棟の建築、機械

製作を行っており進

捗率20％です。今後

は、現在行っている工

事に加え導水管工事

を行います。

緊急遮断弁室は、完成

し、3月末までに配管

工事、電気工事、場内

整備を行い給水開始

します。

管路工事は進捗率

50％です。

福山浄水場の機械製

作、導水管工事は完了

し、当年度分の事業は

執行しました。進捗率

は、33.6％で引き続き

浄水処理棟の建築工

事を行います。

新甲山配水地建設工

事は完了し、平成 30

年4月1日給水開始予

定です。

新北島配水地につい

ては、引き続き検討し

ていきます。管路工事

の進捗率は 95％で、

平成 30 年 5 月まで工

期を延長しています。
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

3

有収率の向上 有収率の向上を目ざし、漏水の多

い地域の調査を行い、優先順位を

決定し老朽管の更新を進める。

長船団地老朽管を、耐震型ﾀﾞ

ｸﾀｲﾙ鋳鉄管口径100㎜延長約

240ｍ水道配水用ポリエチレ

ン管口径75㎜～50㎜延長約

300ｍの布設替をします。

福岡住宅老朽管を2工区に分

けて、水道配水用ポリエチレ

ン管口径75㎜～50㎜延長約

1135ｍを布設替します。

パナタウン老朽管を水道配水

用ポリエチレン管口径75㎜～

50㎜延長約400ｍの布設替を

します。

市内全域においても、厳選し

漏水調査実施を定期的に実施

して行きます。

有収率86.7％を目指します。

8月に契約を行い進

捗率は30％です。

4工区は７月契約で

進捗率は20％です。5

工区は発注準備中で

す。

発注準備中です。

準備中です。

長船団地老朽管3工

区（耐震管ダクタイ

ル鋳鉄管φ100 Ｌ＝

238ｍ、水道配水用ポ

リエチレン管φ75～

50㎜ Ｌ＝294.1ｍ）

は、平成29年12月に

完了しました。

福岡住宅老朽管工事

4工区（水道配水用ポ

リエチレン管φ75～

50㎜、499.4ｍ）は、

平成29年12月に完了

しました。5工区は、

平成29年10月に契約

を行い進捗率80％で

す。

平成29年11月に契約

を行い進捗率30％で

す。

調査箇所を選別し、4

回の調査を委託発注

しました。

長船団地老朽管 3工

区（耐震管ダクタイ

ル鋳鉄管φ100 Ｌ＝

238ｍ、水道配水用ポ

リエチレン管φ75～

50 ㎜ Ｌ＝294.1ｍ）

は、平成 29 年 12 月

に完了しました。

福岡住宅老朽管工事

4工区（水道配水用ポ

リエチレン管φ75～

50㎜、499.4ｍ）は、

平成29年12月に完了

しました。5工区は、

（水道配水用ポリエ

チレン管φ75～50㎜、

６３７ｍ）は、平成30

年3月に完了しまし

た。

パナタウン老朽管（水

道配水用ポリエチレ

ン管口径75㎜～50㎜

延長約 405.6ｍ）は、

平成 30 年 3 月に完了

しました。

調査箇所を選別し、4

回の調査を委託発注

しました。有収率

82.4％です。
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

4

下水道への接続推

進

下水道事業の経営健全化のため、

供用開始予定地区でのパンフレッ

ト配布や広報紙・ホームページへ

の掲載、本庁１階でのモニター広

告等により市民の理解を深め、接

続率の向上を推進します。

供用開始地区内への下水道

接続率74.5％を目指します。

広報紙・ホームペー

ジ、本庁１階でのモ

ニター広告で、早期

接続のお願いをして

います。

また、供用開始から

３年以上経過した未

接続世帯に早期接続

の依頼文書を送付す

る準備を進めていま

す。

下水道事業審議会を

開催し、接続率向上

を含め、今後の方策

を検討中です。

広報紙・ホームペー

ジ、本庁１階でのモ

ニター広告による早

期接続のお願いも継

続しています。

3月末時点で接続率

は74.2％です。

農業集落排水処理区

の一部において、未

接続世帯を対象に戸

別訪問及びアンケー

ト調査を実施しまし

た。今後も戸別訪問

とアンケート調査を

継続します。

広報紙・ホームペー

ジ、本庁１階でのモ

ニター広告による早

期接続のお願いも継

続しています。

5

処理場の適正な管

理

下水道浄化センターを適切に維持

管理し、安定的な運転を行います。

効率的な運転に努めるとともに、

コストの縮減を図りながら健全運

営を行います。

流入量に応じてより効率的

な運転管理を行います。排水

基準水質を確保しながら動

力費、薬品費等削減を目指し

ます。

各浄化センターの管

理委託業者とコミュ

ニケーションを図り

ながら機器類の運転

時間の短縮及び薬品

類の使用量削減に取

り組んでいます。ま

た豪雨時の雨水の流

入による機器の運転

時間、薬品消費量の

削減に取り組んでい

ます。

曝気槽のＤＯ（溶存

酸素量）を調節する

ことにより窒素量、

ｐＨ値をこれまで以

上に厳密にコントロ

ールすることが可能

となりました。これ

によりブロワの運転

時間を短縮し、動力

電気費を縮減しまし

た。またマンホール

蓋の鍵穴にゴム栓を

し、雨水の流入を減

量しました。その結

果機器運転の動力費

及び水処理の薬品費

を削減しました。

曝気槽のＤＯ（溶存

酸素量）を調節する

ことにより窒素量、

ｐＨ値をこれまで以

上に厳密にコントロ

ールすることが可能

となりました。これ

によりブロワの運転

時間を短縮し、動力

電気費を縮減しまし

た。またマンホール

蓋の鍵穴にゴム栓を

し、雨水の流入を減

量しました。その結

果機器運転の動力費

及び水処理の薬品費

を削減しました。
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

6

鹿忍雨水対策事業 鹿忍地区雨水対策事業実施のため

調整事項を図ります。

地元と協議を進め、事業の方

向性を決定していきます。

現在、資料収集、情

報収集を行っていま

す。

現在、地元代表者と

協議を進め、２月末

に説明会を開催し、

地元の意向を確認い

たします。

２月末に地元説明会

を開催しました。そ

の時に出た地元から

の疑問点を説明に行

く予定です。
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平成２９年度 病院事業部 経営計画書

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源

病院事業部長

三浦 一浩

●使命

私たち病院事業部は、「市民に安らぎと幸せを届ける病院を目指し

ます。」を理念に掲げ、市民に必要とされる病院の運営と健全な

経営に努めます。

●基本方針

①地域で必要とされる医療を安全・安心に提供します。

②人を大切にし、患者さまの尊厳と権利を尊重します。

③医療・介護・保健・福祉施設等と連携し、市民とともに地域包括医療・

ケアを進めます。

④常に自己研鑽に励み、医療の質向上に努めます。

⑤市民に必要とされる医療人を育成します。

⑥健全な経営基盤を確立します。

⑦楽しく働き甲斐のある職場をつくります。

所 管 課 市民病院・裳掛診療所

人 員
正職員 臨時職員 合計

１１８人 １７人 １３５人

一般会計 １，８４７，６０５
千円

特別会計 ２８，８４４
千円

計 １，８７６，４４９
千円

（うち人件費） （ １，０５１，７３２ 千円）

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

1

良質な医療サービ

スの提供と健診部

門の充実

市民の医療需要に的確に応え、信

頼される病院となるべく、患者さ

まの立場にたった医療、良質かつ

適切で安全な医療サービスを提供

します。

職員全員が自らの職場に誇りを持

ち、働く歓びを常に感じることが

できるような環境を整備すると同

時に、個々人が常に自らの知識・

能力向上のために、不断の努力を

行うような組織風土を醸成しま

す。

特定健診、人間ドック等を充実し、

早期治療対応の環境づくりに努め

ます。

1日当たり外来患者数 210人

1日当たり入院患者数 99人

入院患者満足度 85％以上

外来患者満足度 65％以上

手術件数 320件

（前年度 290件）

健診者数 2,650人

（前年度 2,408人）

1日当たり外来患者

数 197.6人

1日当たり入院患者

数 98.9人

入院患者満足度

（7月調査）91.9％

外来患者満足度

（6月調査）69.5％

手術件数 172件

健診者数 1,663人

1日当たり外来患者

数 200.4人

1日当たり入院患者

数 96.1人

入院患者満足度

（7月調査）91.9％

外来患者満足度

（6月調査）69.5％

手術件数 264件

健診者数 2,701人

1日当たり外来患者

数 199.3人

1日当たり入院患者

数 96.1人

入院患者満足度

（7月調査）91.9％

外来患者満足度

（6月調査）69.5％

手術件数 312件

健診者数 2,875 人
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

2

地域包括医療・ケ

アの推進と病床管

理の徹底

地域の医療機関等との機能連携及

び機能分担を進めるため、患者紹

介・逆紹介の推進、情報交換等を

積極的に進めます。

また、入退院管理と効率的な病床

管理の徹底、地域医療連携、退院

支援、在宅医療等医療・福祉の相

談支援を積極的に進めます。

地域包括医療・ケア推進のため、

病診連携、病病連携、福祉・介護

関連の諸機関との連携をさらに強

化することにより地域の基幹病院

として地域で必要とされる医療を

提供します。

病床稼働率 90％

患者紹介率 44％

逆患者紹介率 35％

患者相談支援件数 3,800件

（前年度3,604件）

病床稼働率 89.9％

患者紹介率 33.9％

逆患者紹介率13.8％

患者相談支援件数

2,228件

病床稼働率 87.3％

患者紹介率 38.5％

逆患者紹介率13.9％

患者相談支援件数

3,792件

病床稼働率 87.3％

患者紹介率 40.0％

逆患者紹介率13.7％

患者相談支援件数

4,659 件

3

経営の健全性・安

定性の向上

良質な医療サービスを地域住民に

提供し続けるためには、適材適所

の人材確保に努め、健全で安定し

た経営を行うことが必要不可欠で

す。

そのため、経営面においては常に

コストの節減を念頭に置くととも

に、市民が求める公立病院に期待

する役割を実践し、健全な経営状

態の確保に努めます。

入院患者1人1日当たり収入

30,800円

新入院患者数1日平均4.2人

（前年度4.0人）

医業収支比率 98.5％

入院患者1人1日当た

り収入 29,550円

新入院患者数1日平

均 4.3人

医業収支比率90.9％

入院患者1人1日当た

り収入 29,830円

新入院患者数1日平

均 4.2人

医業収支比率91.4％

入院患者1人1日当た

り収入 29,750円

新入院患者数1日平

均 4.2人

医 業 収 支 比 率

90.67％
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平成２９年度 出納室 経営計画書

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源

会計管理者

久保田 秀正

●使命

私たち出納室は、公金の収納・振込・資金運用を適正適確に行い、市民

から信頼される事務処理を遂行します。

●基本方針

①正確な会計事務を行いつつ業務改善を行います。

②安全かつ有効な資金運用を図ります。

所 管 課 出 納 室

人 員
正職員 臨時職員 合計

４人 人 ４人

一般会計 ３３，５７６
千円

特別会計 千円

計 ３３，５７６ 千円

（うち人件費） （ ３０，５２９ 千円）

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

1

正確な会計事務

を行いつつ、業務

改善を行います。

正確で適正な事務処理をするた

め、会計事務担当者への指導強化

に努めるとともに、効率的な事務

処理方法の研究をします。

支払事務の電子決済導入を目指

して調査を行います。

会計事務の説明会を市全

体の研修計画の一コマとし

て実施する。

具体的な事務処理手順を

示し、周知する。

「会計事務の手引き」並び

に「Q＆A」の内容を充実する。

室内の業務マニュアルを

作成する。

現状の電算機器で電子決

済が可能なのかを年度内に

判断する。

６月２３日に研修

を実施。

事務処理手順とし

て、「前金払い」、

「検収年月日」につ

いて、を発出しまし

た。

分り易い手引書の

改訂版を準備中。

業務マニュアル作

成についての職員研

修に参加し準備中。

電子決済について

手引書は現状に合

わせて改訂中

室内の業務マニュア

ルを作成し、職員で

精査中。

翌会計年度に向け

「前金払い、概算払

い」について周知し

ました。

手引書は現状に合

わせて精査しまし

た。

室内の業務マニュ

アルを作成しまし

た。
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は、現状の財務会計

システムではできな

い。次回リプレース

時に導入できるよう

調査します。財務会

計だけでなく、文書

管理の機能も必要で

す。

2

有効な資金の運

用

市場調査や情報の収集に努める

とともに、安全かつ有効な運用方

法を検討します。

市場状況に基づいた有効

な資金運用を行います。

年度当初の基金計は

10,422百万円です。運用益は

100百万円（約1％）を目標に

します。

９月末で１４，８

８１，３５４円の運

用益を得ました。

１月末で２３，０

３３，４８０円の運

用益を得ました。

３月末で３１，６

５１，５５３円の運

用益を得ました。
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平成２９年度 教育委員会 経営計画書

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源

教育次長

近成昌行

●使命
私たち教育委員会は、市長と教育委員会で構成する総合教育会議におい

て、平成 27年 11月に策定された「瀬戸内市教育大綱」の五つの重点施
策を柱とし、瀬戸内市の教育の一層の充実に向け、諸施策を実施します。

●基本方針
重点１「確かな学力、豊かな心、健やかな体の子どもの育成」

重点２「子育て・保育・教育を通して子どもの成長を社会総がかりで支援」

重点３「生涯にわたり学びあう市民への効果的支援」

重点４「健康で活力に満ちた地域社会の形成」

重点５「歴史・文化の保存・継承と活用の推進」

以上、五つの重点施策の推進に当たっては、教育が未来を担う人材を育成

する基盤であるとの認識に立ち、関係機関と連携を図りながら、市民の期

待に応えるよう教育行政を推進していきます。

所 管 課
総務学務課・社会教育課・公民館

図書館・学校給食調理場

人 員
正職員 臨時職員 合計

７２人 １６３人 ２３５人

一般会計 １，６０１，８９４ 千円

特別会計 千円

計 １，６０１，８９４ 千円

（うち人件費） （ ５４０，４９０ 千円）

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

1

魅力ある学校施設

と学習環境の改善

を図ります。

① 学校施設整備

老朽化が進み、大規模改造や老朽

改修が必要となっている学校が多

くなっているため、緊急性に応じ

て計画的に実施します。さらに、

学校施設長寿命化計画に基づき、

バリアフリー化や省エネルギー化

等も含めた施設整備を推進しま

す。

① 邑久中学校北棟大規模

改造工事や各小学校の改修

工事及び幼稚園のエアコン

設置に向けての実施設計な

ど、学校施設整備等を年度内

に計画的に実施します

①邑久中学校については

7月中に仮設校舎の建設

を終え、8月から北棟大規

模改造工事に本格的に着

手して進捗率は23％とな

っています。また牛窓北

小学校の雨漏改修、裳掛

小学校体育館のトイレ改

修を夏休み期間を中心に

行い完了しました。なお

行幸小学校プール配管の

改修については、プール

使用期間が終了したの

で、現在発注の準備中で

す。

①邑久中学校北棟大規模

改造工事は、現在、外壁

塗装・内装改修を順次行

っており、進捗率は70％

となっています。行幸小

学校のプール配管改修工

事については1月に完了

しました。また幼稚園の

エアコン整備について

は、実施設計を10月に終

えており、平成31年度の

工事に向けて準備を整え

ているところです。

①邑久中学校北棟大規模

改造工事は、予定どおり

３月末には主要な工事を

終え、順次外部足場等の

解体を行い、５月末の完

了を予定しています。ま

た、その他年度内に計画

していた工事や設計につ

いても概ね完了していま

す。なお、特別支援学級

の増設に伴う改修工事に

ついては、春休み期間で

実施し、４月の始業式ま

でに完了予定としていま

す。（４月６日完成）
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

2

幼少期の教育の重

要性に鑑み、関係

部局・関係機関と

連携しながら、支

援が必要な子ども

一人ひとりの教育

的ニーズに応じ、

多様できめ細やか

な支援を行いま

す。

① 保幼小中の連携の強化

県が作成した、保幼小接続スタ

ンダードをもとに保幼小の接続の

ためのカリキュラム作成を行いま

す。

また、小中の連携を密に行いま

す。

② 支援の充実

様々な支援の必要な子どもたち

のニーズに対応するため、特別支

援の視点にたった授業改善を行い

ます。

①

・全ての小学校で、スタート

カリキュラムの作成を行う。

・「小１プロブレム」による

問題行動、不登校を０にしま

す。

・不登校の出現率を小学校で

0.3、中学校で2.6以下にしま

す。

②

・学校に行くのが楽しいと思

う児童生徒を9割、好きな授

業のある児童生徒を9割以上

にします。

・特別支援を視点においた、

授業改善について邑久中学

校区を中心に年間20回以上

の指導、助言を行い支援の充

実に努めます。

①

・幼稚園保育園のすり

あわせは定期的に行

われています。10月に

小学校と幼稚園での

研修を行い、具体的な

カリキュラム作成を

していく予定として

います。

・本年度も「小1プロ

ブレム」による問題行

動、不登校の報告は受

けていません。

・9月現在の不登校の

出現率は、小学校

0.05、中学校で1.9と

なっています。

②

・学校に行くのが楽し

いと思う児童生徒と、

好きな授業のある児

童生徒は共に85％程

度でした。

・邑久小のｺ-ﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

による指導訪問は、20

回を超えています。指

導主事訪問による指

導･助言は7回程度実

施しています。

①10月に行われた、研

修会では、幼稚園と小

学校の現状を話し合

い、4月までの準備につ

いて見通しを持つこと

ができました。

・12月末現在での不登

校の出現率は、小学校

0.17、中学校2.1となっ

ています。

②ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰによる指

導訪問は35回を超え、

指導訪問による指導も

13回実施ができまし

た。２学期までに各校

の指導・助言を行って

きており、特別支援の

視点に立った授業改善

や工夫が見られ始めて

います。３学期は、子

どもたちの進路を考え

たｹｰｽ会や校内研の充

実を意識した指導･助

言を行っています。

･3月末現在での不登校

の出現率は、小学校

0.61、中学校2.52とな

っており、昨年度より､

小中学校でやや増とな

りました。長期欠席に

ついても､全体でやや

増となっており､重点

課題として来年度も取

り組みたいと考えてい

ます。

・「小１プロブレム」

による問題行動、不登

校の報告は受けており

ません。

②・学校に行くのが楽

しいと思う児童生徒、

好きな授業のある児童

生徒共にを9割以上に

達することができませ

んでした。

・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀの指導･助言

は、40回を超えており、

進路や就職など出口を

意識した支援を意識す

ることができ、目標を

達成することができま

した。
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③ 学校力向上のための事業の充

実

瀬戸内市次世代型教育事業や教

員 ｷｬﾘｱｽﾃｰｼﾞ別研修により教育

活動の充実、子どもたちの学力向

上を行います。

③

・次世代型教育事業での指導

助言を年間6回以上、ｷｬﾘｱｽﾃ

ｰｼﾞ研修を年間7回以上行い

学校力の向上に努めます。

・自分で計画を立てて勉強し

ている児童生徒を7割、ｸﾞﾙｰ

ﾌﾟの中で自分たちで課題を

たてて話し合いながら学習

を進めたという児童生徒を8

割以上にします。

③

・次世代育成での指導

助言はこれまで、8回

程度ｷｬﾘｱｽﾃｰｼﾞ研修

は、6回程度行うこと

ができています。

・自分で計画を立てて

勉強している児童生

徒は65％程度でした。

ｸﾞﾙｰﾌﾟの中で話し合

いをしながら学習を

進めた児童生徒は、

80％を超え目標に達

することができまし

た。

10月下旬の学力向上

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ研修会にお

いて、共通認識を深め

る計画としています。

③

・次世代育成での指導

助言は、60回、ｷｬﾘｱｽﾃ

ｰｼﾞ研修は11回行うこ

とができています。

・10月下旬に行われた

学力向上ﾌﾟｯﾛｼﾞｪｸﾄ研

修会では、授業と家庭

学習をﾘﾝｸさせる工夫

や自らが目的を持った

家庭学習への取り組み

についての研修を行う

事ができました。

③・次世代育成事業と、

ｷｬﾘｱｽﾃｰｼﾞ研修につい

て、計画的な研修を行

うことができました。

学校全体で道徳の授業

づくりに取り組んだ

り、外部講師を招いて

外国語の指導法を学ん

だりする等、意欲的に

取り組む姿勢が見られ

ました。

・自分で計画を立てて

勉強している児童生徒

は目標に達することは

できなかったが、研修

を通じて教員が意識す

ることができはじめた

と考えています。来年

度の実践につなげたい

と考えています。
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

3

生涯学習機会の更

なる充実を図るた

め、市民の学習ニ

ーズを把握しなが

ら、社会教育施設

が連携して事業を

推進します。

① 図書館サービスの展開

「新瀬戸内市立図書館整備実施計

画」に盛り込まれたサービス内容

から、向こう５ヶ年の「サービス

計画」を策定し、その推進を図り

ます。

② 「第２次瀬戸内市子ども読書

活動推進計画」を策定します。

③ 「認知症にやさしい図書館」

を目指します。認知症を誰もがな

り得る病気として地域で考え、支

えるために、市民が認知症につい

ての理解を深め、当事者を支える

図書館を目指します。

④ 公民館

「竹久夢二」と、男女世代を問わ

ず誰もが楽しむことができる「音

楽」とを結び付け、夢二コンクー

ルや音楽コンサート等を実施しま

す。併せて、関連する文化芸術の

魅力を向上させるような取組み

や、文化を活かしたまちづくりの

ために文化祭の一層の充実を目指

します。

① 開館２年目のサービス

目標として全館の登録率

45％、実利用率を18%、貸出冊

数を約342,000冊(住民1人当

たり貸出冊数を9冊)、新図書

館の来館者数を200,000人と

します。

② 9月末までに素案をまと

め、瀬戸内市子ども読書活動

推進委員会に諮り、年度末ま

でに成案を図ります。

③ 「認知症にやさしい図

書館サービス要綱」をまとめ、

特設コーナー「認知症にやさ

しい本棚」を設置します。ま

た、スタッフ全員が「認知症

サポーター」養成講座を受講

します。

④ 公民館

実行委員会を設立し、夢二コ

ンクールや音楽コンサート

の運営を行います。年間各所

の関連する文化芸術の魅力

を向上させるような取組み

事業を実施し、参加人数

4,300人を目指します。

①貸出冊数は、154,606

冊、来館者数は、81,920

人でした。

②10月末開催予定の図

書館協議会で協議する

ための素案が完成しま

した。

③「認知症にやさしい

図書館プロジェクト」

の行動計画が出来まし

た。また、「認知症に

やさしい本棚」を設置

し、スタッフ全員が、

認知症サポーター養成

講座を受講しました。

④5月の祝祭コンサー

トを含め4回市内各所

で実施し、各会場400

人以上の参加者があり

ました。また、各学校

にも出前講座で本物の

音楽を届けました。実

行委員会も随時行い円

滑な運営に努めていま

す。

①貸出冊数は、254,522

冊 、 来 館 者数 は、

131,708人でした。

②1月末開催の図書館

協議会で素案の審議を

完了しました。

③「認知症にやさしい

図書館プロジェクト」

の行動計画に基づく

「認知症サポーター養

成講座」を図書館で開

催し、65名の参加者が

ありました。

④ プレミアムコンサ

ートやスクールコンサ

ート、ほっこりコンサ

ートなど今年度の夢二

コンクール関連事業を

無事終了しました。プ

ロジェクト全体で約

6,000人の参加があり

ました。実行委員会等

では、今年度の反省や

次年度の計画の協議を

進めています。

①貸出冊数は、307,693

冊 、 来館 者 数は 、

158,847 人、利用登録

率は、45.2%でした。ま

た「図書館サービス計

画 2018」を策定しまし

た。

②「第２次瀬戸内市子

ども読書活動推進計

画」を策定しました。

③地域包括支援センタ

ーからの依頼で、「認知

症サポーター養成講

座」のいる施設のステ

ッカーをカウンターに

設置しました。

④ 夢二ふるさと芸術

交流プロジェクト実行

委員会が3月14日に開

催され、事業報告及び

決算報告が承認されま

した。参加目標人数の

4,375 人を大きく上回

る 6,065 人の実績とな

りました。文化祭につ

いても 3館で円滑な運

営ができました。
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⑤ 図書館・公民館連携事業

公民館事業にちなんだ図書選定と

特設コーナーを設置します。また、

地域郷土資料展示を公民館と図書

館で一体的に展開します。芝生の

広場を活用した音楽コンサートな

ど市民との協働事業を実施しま

す。

⑤ 図書館新着案内を公民

館グループに配布します。ま

た、地域郷土資料展示を年４

回、中央公民館と連携して実

施します。

音楽コンサートを親子で楽

しめる七夕、クリスマスの時

期に実施します。

⑤喜之助フェスの事前

PRということで公民館

ロビーや図書館展示室

で人形の展示を一体的

に行い市民に周知しま

した。七夕には星座教

室と野外音楽コンサー

トを実施しました。

⑤各種連携事業を随時

行っており、中央公民

館で地域の今昔写真展

を行い、図書館では講

演会を実施しました。

また、音楽団体との協

働事業も支援していま

す。

⑤年間を通じて、地域

郷土関係の資料展示や

芝生広場を活用した音

楽コンサートの開催な

ど時季に応じて行いま

した。各種行事を公民

館と図書館施設におい

て一体的に実施するこ

とができました。
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

4

市民の健康づくり

や体力づくりのた

めのスポーツ活動

の場所と機会の提

供を行います。

① 邑久B&G海洋センタープール

の改修

市民に安全に、安心して施設を

利用していただくために、B&G財団

の「修繕助成制度」を活用し、老

朽化したプール施設の改修工事を

実施します。

① 設計業者決定後、実施

設計を行い、プール開放終了

の9月以降、工事着手し、2

月末までに改修工事を完了

します。

① 7月末に、実施設

計書が完成しまし

た。工事については

11月初旬に入札の予

定です。

① 更衣室、上屋鉄

骨、上屋シートにつ

いては完了していま

す。今後は缶体塗装、

プールサイド、機械

設備工事を行い、2

月末までに完了する

予定です。

①すべての工事につ

いて完了いたしまし

た。平成 30年 7 月 1

日リニューアルオー

プン予定です。

5

古くから継承され

てきた歴史遺産や

伝統文化を保護、

保存し、次の世代

へ継承します。

また、伝統文化や

芸術にふれながら

学習する機会の提

供を行います。

① 弘法寺踟供養調査記録作成事

業

平成 28年に、国の「記録作成等

の措置を講ずべき無形の民俗文化

財」に選択された弘法寺踟供養を、

3 ヵ年の国庫補助事業として総合

的な調査を実施し、今後の継承発

展を目指します。

② 博物館では刀剣への興味を持

たせ体験講座を開催し理解を深め

ます。

③ 美術館では美術を楽しく語ら

い、美術をより身近なものとなる

よう目指します。

① 弘法寺踟供養総合調査

委員会を組織し、委員及び現

地調査員による関連資料の

調査、現地調査を実施しま

す。

② 博物館で小刀製作講座

を開催します。

年 23回開催

目標入館者数：44,000 人

③美術館内・出張形式で市内

学校･団体を対象に「対話型

鑑賞会」を開催します。

年 10 回開催

目標入館者数：19,430 人

① 4月に第1回調査

委員会を開催し役

員、事業計画を決定

しました。5 月には

踟供養の現地調査を

実施しました。9 月

に第 2 回調査委員会

を開催し報告書の目

次案を協議しまし

た。

② 小刀製作講座を

9月末までに11回開

催しました。

9月末入館者数

19,437 人

③ 館内での対話形

鑑賞会を、来館者・

学校生徒・新人職員

などを対象に６回実

施し、館外では図書

館にて出張美術館と

いう形で１回実施し

ました。

9月末入館者数

14,391 人

① 弘法寺踟供養総

合調査報告書案の担

当項目について調査

員による現地、在宅、

文献調査を実施しま

した。事務局で過去

の行事の写真収集を

行いました。

② 小刀製作講座を

1月末までに18回開

催しました。

1月末入館者数

29,608 人

○3 対話型鑑賞プログ

ラムは、即興演奏コ

ンサートと併用する

などして９回、図書

館での出張美術館は

２回実施しました。

また牛窓中学校と連

携して全学年の 120

名が参加して実施し

ました。

1月末入館者数

19,264 人

① 2月に第3回の調

査委員会を開催し、

建造物、迎仏の現地

調査、在宅調査、文

献調査内容の報告と

次年度の調査計画を

協議しました。

② 小刀製作講座を

3月末までに20回開

催しました。

3月末入館者数は、

34,716 人でした。

③ 対話型鑑賞プロ

グラムは、来館者、

瀬戸内市民を広く対

象に２０回実施し、

近隣の学校との連携

つくりも進みまし

た。

3月末入館者数は、

22,970 人でした。
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平成２９年度 議会事務局 経営計画書

職・氏名 経 営 方 針 経 営 資 源

議会事務局長

入江 章雅

●使命

議会事務局の使命は、二元代表制の一つである議会の庶務事務や議長

及び議員の職務を支援することです。このため、議会、議員の政策立案

機能及び監視機能の強化、さらには議会の活性化や効率的な議会運営が

図られるよう支援するとともに、市民に身近で開かれた議会を目指しま

す。

●基本方針

① 議事機関としての議会の機能が適切に果たされるよう、議長や議

員の活動を支援していきます。

② 事務局職員の専門性を高め、議会からの要請などに的確に対応で

きる体制づくりに努めます。

③ ホームページや議会だより、議会ネット配信システム等により、

議会活動情報等を積極的に公開し、「市民に開かれた議会」を推進

します。

所 管 課 議会事務局

人 員
正職員 臨時職員 合計

４人 １人 ５人

一般会計 １９１，５６３ 千円

特別会計 千円

計 １９１，５６３ 千円

（うち人件費） （ ３５，６０５ 千円）

重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

1

効率的な議会運

営、議会活動の支

援

情報の収集や調査立案機能の一層

の充実を図り、議会運営、議会活

動を支援します。

適切な情報提供を適時に行

えるよう、調査情報、政策、

法務部門を充実強化します。

また、市民図書館と連携して

議員が必要とする図書を提

供するとともに議会図書室

の充実に努めます。

議会定例会、臨時議

会、各常任委員会、

特別委員会等が開催

され、議会運営の支

援業務を行いまし

た。随時必要な情報

を議員に提供しまし

た。

議会定例会、各常任

委員会が開催され、

議会運営の支援業務

を行いました。

各委員会の行政視察

の実施に際して、必

要な情報提供を行い

ました。

議員への情報提供や

政策・法務部門の充

実に努め、おおむね

順調に定例会、常任

委員会等の運営がで

きました。
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重点項目 内容 成果目標 9月末の進捗状況 1月末の進捗状況 3月末の達成状況

2

議会活動の紹介 議会だより発行や議会報告会開催

の支援を行うとともに、議会ホー

ムページを適時更新します。

議会だより（年4回、市内全

世帯配布）発行を補助すると

ともに議会報告会の開催の

支援を行います。

また、議会ホームページを適

時更新します。

議会だよりは、５月

号と８月号を発行

し、現在１２月号の

編集作業中です。

議会報告会は、選挙

があったため、時期

を変えて、２月開催

を計画しています。

議会だより２月号の

発行を完了しまし

た。

２月３，４日の議会

報告会の準備も完了

しました。

議会報告会の開催（3

会場）や議会だより

の発行（年 4回）を

補助しました。

議会のホームページ

を随時更新し、議会

活動のより新しい情

報を提供するように

努めました。

3

市民に身近な開か

れた議会

議会ネット配信システム（ライブ

中継及び録画配信）へのアクセス

や議会傍聴への呼びかけを積極的

に行い、市民に身近な議会を目指

します。

スムーズなインターネット

配信（ライブ中継及び録画配

信）を行います。

また、議会傍聴者への適切な

対応をすることで傍聴者増

へ繋げます。

定例会のインターネ

ット中継について

は、概ね順調に配信

することができまし

た。

６月、９月の議会本

会議の傍聴者数は

72人でした。

定例会のインターネ

ット中継について

は、機器の不具合も

なく順調に配信する

ことができました。

11月議会は29人の傍

聴者がありました。

2月議会は68人の傍

聴者があり、平成 29

年度中に 169 人の傍

聴者がありました。

議会のインターネッ

ト配信の年間アクセ

ス数は、ライブ中継

5,340 件、録画 8,259

件でした。

4

局員の育成･体制

強化

各種職員研修会や先進地視察研修

をとおして局員の能力向上を図る

市や研修センターが行う職

員研修、市町村アカデミー研

修、あるいは議長会主催の議

事研修会等に積極的に参加

します。

７月の市議会事務局

職員研修、８月の市

議会議長会研修（赤

磐市）議員共済研修

（鳥取市）にそれぞ

れ職員が参加し、能

力向上に努めまし

た。

県内外の職員研修会

に職員が参加し、議

会事務局員としての

能力向上に努めまし

た。

年間を通して職員研

修会等に参加し、議

会運営のスキルアッ

プを図ることができ

ました。
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